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御船祭（関連記事 29 ページ）

諸も

ろ

と手
船

ぶ

ね

赤
い
衣
装
を
身
に
包
ん
だ
ア
タ
ガ
イ
ウ
チ
が
舞
い
、

神
霊
を
の
せ
た
神
幸
船
を
先
導
す
る



京
み

や

こ

の

城
じ

ょ

う

せ

き跡

赤
木
城
跡
、
鬼
ヶ
城
跡
と
並
ぶ
熊
野
の
名
城

赤
木
城
跡
、
鬼
ヶ
城
跡
に
次
ぐ

規
模
を
誇
る
城
跡

　

京
城
跡
は
、
紀
宝
町
の
中
央

を
流
れ
る
相
野
谷
川
の
中
流
、

相
野
川
と
の
合
流
地
点
の
北
側

に
位
置
す
る
小
高
い
丘
に
あ
り
、

か
つ
て
は
北
山
方
面
へ
の
本
街

道
で
あ
っ
た
相
野
谷
筋
を
一
望

で
き
る
、
戦
略
的
に
最
適
の
地

に
あ
り
ま
し
た
。

　

室
町
時
代
に
築
城
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
こ
の
城
は
、
海
抜

約
70
ｍ
あ
ま
り
の
山
頂
付
近
に
設

け
ら
れ
た
区
画
を
中
心
に
、
東
西

約
４
５
０
ｍ
以
上
に
わ
た
る
大
き

さ
が
あ
り
ま
す
。

　

北
か
ら
の
敵
の
来
襲
に
備
え

数
々
の
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る

ほ
か
、
当
時
と
し
て
は
数
少
な
い

石
垣
を
用
い
た
城
壁
も
築
か
れ
て

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
だ
け
の
規
模
や
つ
く
り

を
持
つ
城
は
東
紀
州
で
も
、
熊

野
市
に
あ
る
赤
木
城
、
鬼
ヶ
城

に
次
ぐ
も
の
で
あ
り
、
歴
史
的
、

文
化
的
に
も
非
常
に
価
値
の
高

い
城
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
京
城
跡
に
つ
い
て

　
か
つ
て
紀
宝
町
に
は
、
熊
野
市
に
あ
る

赤
木
城
、
鬼
ヶ
城
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い

京
城
と
呼
ば
れ
る
城
が
相
野
谷
の
地
に
存

在
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
城
は
中
世
の
熊
野
に
お
い
て
、

他
地
域
と
関
わ
り
つ
つ
独
自
に
発
達
し

て
い
っ
た
過
程
を
示
す
遺
跡
で
あ
る
と

と
も
に
、
当
時
の
地
域
の
築
城
技
術
の

到
達
点
を
示
す
遺
跡
と
し
て
重
要
な
も

の
で
す
。

　
し
か
し
、
地
域
住
民
の
高
齢
化
な
ど

に
よ
っ
て
、
こ
の
貴
重
な
城
跡
が
忘
れ

去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
歴
史
遺
産
を
未
来
の
子
ど
も
た
ち

へ
伝
え
る
た
め
に
、
地
域
の
方
々
が
中
心

と
な
り
、
文
化
財
と
し
て
保
護
す
る
活
動

を
進
め
て
い
ま
す
。
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記
さ
れ
た
文
献
は
少
な
く
、
多

く
の
謎
に
満
ち
た
城
で
も
あ
り

ま
す
。

忘
れ
去
れ
よ
う
と
し
て
い
る

貴
重
な
歴
史
的
遺
産

　

こ
の
場
所
に
は
太
古
か
ら
大

里
地
区
の
墓
地
や
齋い

つ
き
が
お
か

ヶ
丘
神
社

が
あ
り
、
霊
場
と
し
て
大
切
に

扱
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
要よ

う
が
い害

山
」
や
「
サ
イ

レ
ン
山
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
子

ど
も
た
ち
の
遊
び
場
な
ど
と
し

て
地
域
の
住
民
か
ら
親
し
ま
れ

て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
地
域
住
民
の
高
齢

化
が
進
み
、
徐
々
に
山
林
の
管

理
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る

た
め
、
樹
齢
70
年
か
ら
80
年
ほ
ど

の
杉
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
生
え
、

さ
ら
に
、
城
の
一
部
が
崩
れ
て

き
て
い
る
ほ
か
、
頂
上
の
見
晴

し
を
遮
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
親
か
ら
子
へ
と
伝
わ
っ

て
き
た
伝
承
も
途
切
れ
、
貴
重

な
歴
史
的
遺
産
が
忘
れ
去
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
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年
表

※
京
城
跡
周
辺
に
関
す
る
も
の
は
緑
色
で
記
載

京城跡の位置

京城跡とは

位置
　京城跡は、紀宝町の中央を流れる相
野谷川の中流域にある平山城跡です。
相野谷川に支流の相野川が合流するこ
の地点は、相野谷川流域の要とも言え
る場所です。東、北、西面には堀

ほ り き り

切・
切
き り ぎ し

岸・竪
た て ぼ り

堀を造作しており、北山道を
経由した北山方面からの攻撃に備えた
ものだと考えられます。

歴史
　相野谷川流域は室町時代以前は相

お の

野
荘
そ う

と呼ばれ、熊野三山の荘
しょうえん

園でした。 
　京城は、地域の実力が蓄えられてき
た室町時代後半ごろに、新宮の支配か
ら独立した地域の有力者によって築城
されたと考えられています。
　京城が築城される以前のこの山は、
地域の人びとが墓地として利用してい
た「聖地」だったそうです。

時
代

主
な
出
来
事

縄
文
時
代

弥
生
時
代

相
野
谷
川
流
域
沿
い
を
中
心
に
弥
生
人
が
居
住

（
遺
跡
か
ら
出
土
品
が
多
数
発
見
）

古
墳
時
代

飛
鳥
時
代

奈
良
時
代

７
１
０
年 

元
明
天
皇
が
平
城
京
に
遷
都

平
安
時
代

７
９
４
年 

桓
武
天
皇
が
平
安
京
に
遷
都

上
皇
・
貴
族
ら
の
熊
野
詣
が
盛
行

相
野
荘
が
設
立
？

１
１
８
５
年 

壇
ノ
浦
の
戦
い
で
平
家
滅
亡

鎌
倉
時
代

１
１
８
５
年 

文
治
の
勅
許
で
源
頼
朝
が
朝
廷
か
ら
守
護
・
地
頭
の
設
置

を
認
め
ら
れ
る

１
３
３
１
年
～
１
３
３
３
年 

元
弘
の
乱
で
北
条
氏
滅
亡

南
北
朝
時
代

１
３
３
３
年 

後
醍
醐
天
皇
に
よ
る
建
武
の
新
政

南
北
朝
の
動
乱
期　

相
野
谷
川
流
域
や
鵜
殿
城
跡
で
合
戦
の
記
録

14
世
紀
後
半
、
現
在
の
大
里
集
落
北
東
部
に
集
落
が
営
ま
れ
る

（
羽
山
地
遺
跡
）

１
３
９
２
年 

明
徳
の
和
約
で
南
北
朝
統
一

室
町
時
代

１
３
３
６
年 

足
利
尊
氏
が
光
明
天
皇
を
擁
立
し
、
室
町
幕
府
を
開
く

（
戦
国
時
代
）

１
３
８
２
年 

相
野
荘
の
名
が
史
料
に
は
じ
め
て
登
場

15
世
紀
後
半
か
ら
16
世
紀
前
半　

京
城
が
築
城
？

１
５
７
３
年 

足
利
義
昭
が
織
田
信
長
に
追
放
さ
れ
る

安
土
桃
山
時
代

16
世
紀
後
半 

堀
内
氏
善
に
よ
り
京
城
改
変
？

１
６
０
０
年 

関
ヶ
原
の
戦
い
で
徳
川
家
康
が
勝
利

１
６
０
０
年 

堀
内
氏
善
、
京
城
に
立
て
籠
も
る

江
戸
時
代

１
６
０
３
年 

徳
川
家
康
が
江
戸
幕
府
を
開
く

１
６
１
５
年 

堀
内
氏
義
、
肥
後
国
（
熊
本
県
）
で
死
去

東
泉
寺
が
建
立

１
８
６
７
年 

徳
川
慶
喜
に
よ
る
大
政
奉
還

熊野の名城 　 京城跡

 2018 - 12 4Kiho



　

２
つ
目
の
謎
は
名
前
の
由
来
で
す
。

こ
の
熊
野
地
方
に
あ
る
城
に
、
ど
ん

な
由
来
が
あ
り
、
な
ぜ
「
京
」
城
と

い
う
風
流
な
名
前
が
つ
け
ら
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

　

文
献
に
は
名
前
の
由
来
が
記
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
歴
史
に
詳
し
い
方
に
、

ど
の
よ
う
な
理
由
が
想
像
で
き
る
か
、

少
し
お
話
を
伺
っ
て
み
ま
し
た
。

　

平
安
時
代
の
後
期
か
ら
９
名
の
上
皇

や
法
皇
な
ど
が
１
０
２
回
も
熊
野
三
山

を
訪
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
こ
の
地

は
、
速
玉
大
社
か
ら
近
く
、
か
つ
て
は

熊
野
川
か
ら
相
野
谷
川
へ
舟
を
使
っ
た

交
通
が
盛
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
熊

野
川
か
ら
熊
野
三
山
詣
に
訪
れ
た
高
貴

な
身
分
の
方
々
が
滞
在
し
た
地
だ
か
ら

で
は
な
い
か
と
い
う
お
話
や
、
昔
か
ら

穀こ
く
そ
う倉
地
帯
で
あ
っ
た
た
め
作
物
が
多
く

採
れ
て
、
裕
福
な
穀
倉
地
帯
で
あ
っ
た

た
め
、
京
に
あ
る
よ
う
な
き
れ
い
な
建

物
が
造
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

お
話
で
し
た
。

　

詳
細
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
自
分

た
ち
で
い
ろ
い
ろ
な
想
像
を
膨
ら
ま

せ
て
み
る
の
も
楽
し
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

８
～
９
ペ
ー
ジ
に
紹
介
し
て
い
ま

す
が
、
京
城
跡
と
同
じ
丘
陵
に
は
、

昔
か
ら
齋
ヶ
丘
神
社
や
東と

う
せ
ん
じ

泉
寺
跡
の

史
跡
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

　

北
山
道
の
要
衝
に
位
置
し
、
熊
野

地
方
に
お
い
て
有
数
の
規
模
を
誇
っ

た
京
城
跡
で
す
が
、
詳
し
く
記
さ
れ

た
文
献
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
不
明
な
点
も
数
多
く

存
在
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
南
側
に
は
羽は

や

ま

じ

山
地
遺
跡
と

い
う
遺
跡
も
あ
る
ほ
か
、
ふ
も
と
の

民
家
に
は
昔
、
築
か
れ
た
立
派
な
石

垣
が
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
こ
の
地
に
は
昔
か
ら

伝
わ
る
多
く
の
史
跡
が
今
も
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

京
城
跡
は
こ
れ
ら
の
歴
史
遺
産
と

ど
の
よ
う
に
関
わ
り
、
繋
が
っ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

１
つ
目
の
謎
は
京
城
が
、
い
つ
誰
の

手
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
も
の
か
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

紀
伊
続
風
土
記
に
は
、
天
正
13
年

（
１
５
８
８
年
）
に
豊
臣
秀
吉
の
臣
下
、

堀
内
氏
善
氏
の
手
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ

た
と
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
書
物
は
、
江
戸
時
代

に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
真
相
は

不
明
で
す
。

　

ま
た
、
敷
地
内
に
は
文
明
13
年

（
１
４
８
１
年
）
の
舟
形
地
蔵
が
存
在

す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
そ
れ
よ
り
古
い

時
代
に
建
て
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

い
つ
、
誰
が
建
て
た
の
か
？

名
前
の
由
来
は
？

周
辺
の
史
跡
な
ど
と
の

関
連
は
？

京
城
跡
の
謎

謎
そ
の
１

謎
そ
の
２

謎
そ
の
３

堀ほ
り
う
ち内　

氏う
じ
よ
し善　

（
１
５
４
９
年
～
１
６
１
５
年
）

京
城
跡
に
由
縁
の
深
い
武
将

　

堀
内
氏
善
は
、
戦
国
時
代
末
期
、
新
宮
を
根
拠
に
古
座
付
近
か
ら
紀
伊
長

島
付
近
ま
で
３
万
石
（
実
高
６
万
石
と
も
言
わ
れ
る
）、
を
支
配
し
た
戦
国

大
名
で
す
。

　

氏
善
は
新
宮
城
主
だ
っ
た
氏
虎
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
熊
野
有

馬
家
へ
養
子
と
し
て
送
り
込
ま
れ
、
南
牟
婁
郡
、
熊
野
市
の
大
部
分
、
尾
鷲

市
の
一
部
を
手
中
に
収
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
父
氏
虎
と
兄
氏
高
が
相
次
い

で
亡
く
な
り
、
家
督
を
継
ぎ
新
宮
城
主
と
な
り
ま
し
た
。

　

天
正
13
年
（
１
５
８
５
年
）
お
よ
び
天
正
16
年
（
１
５
８
８
年
）
に
北
山

一
揆
が
起
き
た
際
、
そ
の
対
策
と
し
て
京
城
を
築
城
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
詳
細
は
不
明
で
す
。

　

慶
長
５
年
（
１
６
０
０
年
）
関
ヶ
原
の
戦
い
に
お
い
て
西
軍
に
味
方
し
ま

し
た
が
、
戦
場
に
到
達
す
る
前
に
西
軍
の
敗
報
を
聞
き
帰
参
。

　

そ
の
後
、
和
歌
山
城
主
桑
山
茂
晴
配
下
に
新
宮
城
を
攻
め
ら
れ
降
伏
し
ま

し
た
。
領
地
を
没
収
さ
れ
、
肥
後
の
加
藤
清
正
の
も
と
へ
送
ら
れ
る
ま
で
の

間
、
一
時
京
城
に
滞
在
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
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京
城
跡
は
、
平
山
城
と
呼
ば
れ
る
種

類
の
城
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
立
派
な
天

守
閣
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
敵
の

攻
撃
に
備
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
掛
け
が

備
わ
っ
た
造
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

城
の
守
り
手
と
攻
め
手
に
扮
装
し
、

京
城
跡
の
構
造
の
一
部
を
体
験
し
て

み
ま
し
た
。

京
城
跡
を
攻
め
て
み
た
! !

堀切
枡形虎口

舟形地蔵

大里東墓地

京城跡イメージ図

畝
うねじょう

状堅
た て ぼ り

堀

京
城
跡
を

攻
め
て
や
る
!!

か
か
っ
て
こ
い
!!

４
２ ３

斜面が削られて
登るのが大変！

２ 畝状堅堀

山の頂上に城主が
住んでました。
ここを守り抜く！

１ 西曲輪群

熊野の名城 　 京城跡

攻め手守り手

東泉寺跡
江戸時代に寺院
がありました

大きな岩などが霊
場と考えられます

齋ヶ丘神社

普段居住していた所と
考えられます。一部に
石垣が残っています

中央曲輪群

堀の役目を
果たします

相野川

高い斜面が敵を
防ぎます

斜面をまわり込
む敵を防ぎます

畝
うねじょう

状堅
た て ぼ り

堀

東をにらむ
曲輪

北からの敵を防
ぎます

土
ど て い

堤
最後の砦です。
見張り台も兼ねています

西曲輪群１
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山城に詳しくなる

城　
敵を防ぐために土や石で堅固に築いた建物 ･
設備。室町時代末期までは石垣を用いない土
の城が一般的でした。

曲
く る わ

輪
堀や土塁で囲んで作った城内の区画。城主の
館だけではなく、家臣の住まいも曲輪の中に
建てられます。一番中心になる大事な曲輪を
主
し ゅ か く

郭と呼びます。

虎
こ ぐ ち

口
城の出入り口にあり、敵の侵入を防ぐために、
通路を折り曲げるなど、工夫しています。

枡
ま す が た

形虎
こ ぐ ち

口
壁や石垣などで四角に囲んだり、通路が折れ
曲がっているように作った虎口。入ってきた
敵を周囲の壁や石垣などから攻撃できる守り
の堅い形です。

堀
ほ り き り

切
敵の進入を防いだり、高いところから攻撃す
るために作られた堀。

堅
た て ぼ り

堀
山腹をつたって横から回り込むのを防ぐため
に山腹を下っていくように縦に掘られた堀。
堅堀を並べたものは畝

うねじょう

状堅堀と呼ばれます。

用 語 解 説

まいりました～

ここは通さん！

上から攻撃されて
手も足もでない・・

進入してきた敵を
迎え撃つ！

４ 枡形虎口

両側が削られ
谷のように…

３ 二重堀切

侵入者発見！

こっちもダメか・・・
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羽は

や

ま山
地じ

遺
跡

羽山地遺跡の発掘調査で見つかった遺物の一部

京
城
跡
に
存
在
す
る
歴
史
遺
産

羽山地遺跡があったとされる地域

京城跡

羽山地遺跡

13 世紀中ごろから後期
ごろの土

は じ き

師器の鍋。南伊
勢系のもの。

12 世紀末ごろの青磁碗の
高台部分。内側の中央部
にはレンゲと考えられる
花文が陰刻されている。

青磁碗の体部分。15 世
紀ごろ（室町時代）

16 世紀前半ごろの瀬戸
産陶器すり鉢。外面に灰
赤色系の錆

さびゆう

釉

15 世紀後半（室町時代
～戦国時代）の南伊勢系
土師器鍋の口縁部片

15 世紀中ごろ（室町時代）
の播磨系土師器鍋の体部
片。外面にすすが付着。

15 世紀前半ごろ（室町
時代）の白磁の中皿

19 世紀後半ごろ（江戸か
ら明治時代）の信

しがらき

楽産陶器
蓋。つまみの部分は棒状。

江戸時代後期の軒
のきひら

平 瓦
がわら

と呼ばれる屋根瓦の一種。
中央に開花蓮華、左右に
唐草文を振り分けている。

16 世紀前半ごろ（室町
時代～戦国時代）の瀬戸
大窯産陶器のすり鉢。よ
く使われた痕跡がある。

　

京
城
跡
の
敷
地
内
や
そ
の
付
近
に
は
多
く
の
歴
史
遺
産
が
存

在
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
歴
史
遺
産
な
ど
と
京
城
跡
の
関
係
が
記
さ
れ
た
書

物
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

羽
山
地
遺
跡
は
京
城
跡
の
南
麓
に

広
が
る
遺
跡
で
す
。

　

14
世
紀
後
半
に
は
、
相
野
谷
川
流

域
を
治
め
る
相
野
荘
と
呼
ば
れ
る
荘

園
が
あ
り
、
そ
の
中
心
集
落
に
あ
た

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

室
町
時
代
の
相
野
荘
は
、
新
宮
領

に
属
し
て
お
り
、
当
時
か
ら
穀
倉
地

帯
で
あ
っ
た
こ
の
地
は
重
要
な
拠
点

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
に
は
第
１
次
の
発
掘
調

査
が
、
平
成
25
年
に
は
第
２
次
の
発

掘
調
査
が
行
わ
れ
、
遺
構
が
発
見
さ

れ
た
ほ
か
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
江

戸
時
代
末
期
ま
で
の
陶
磁
器
な
ど
の

遺
物
が
出
土
し
ま
し
た
。
ま
た
、
南

伊
勢
産
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
播は

り
ま磨

（
兵
庫
）
の
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の

出
土
品
は
、
こ
の
地
の
人
々
が
古
く

か
ら
各
地
と
の
交
流
が
行
れ
て
い
た

こ
と
の
証
拠
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
発
掘
さ
れ
た
陶
器
の
一
部

は
ふ
る
さ
と
資
料
館
で
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

熊野の名城 　 京城跡
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東と

う

せ

ん

じ

泉
寺
跡

齋い

つ

き

が

お

か

ヶ
丘
神
社03

01

02

04

01

02

03

01. 東泉寺跡に並ぶ石仏、石碑、
五輪塔。02. 当時使われていたと
考えられる井戸。03. 本堂の入り
口跡に残る靴脱ぎ石。

01. 赤い鳥居を目印に石段
を登る。02. 斎が丘と刻ま
れた石。03. 境内にある
３つの祠と狛犬。04. 神
が宿るとされる磐座。

　

京
城
跡
の
南
側
に
、
江
戸
時
代
に
東

泉
寺
と
呼
ば
れ
た
寺
院
が
存
在
し
て
い

ま
し
た
。
現
在
も
本
堂
跡
の
靴
脱
ぎ
石

や
礎そ

せ
き石

、
当
時
使
わ
れ
て
い
た
井
戸
跡

が
現
地
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
石
仏
や
石
碑
、
五ご

り
ん
と
う

輪
塔
な
ど

の
石
造
物
群
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
由
来
な
ど
は
わ
か
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
中
に
は
室
町
時
代
に
さ
か
の

ぼ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の

も
あ
り
、今
後
の
調
査
が
楽
し
み
で
す
。

　

こ
の
上
に
は
大
里
東
墓
地
が
あ
り
、

室
町
期
の
五
輪
塔
や
宝ほ

う
き
ょ
う篋
印い

ん
と
う塔
が
見

ら
れ
ま
す
。
東
泉
寺
跡
と
大
里
東
墓
地

は
京
城
跡
の
内
側
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

城
が
造
ら
れ
る
前
か
ら
こ
の
場
所
は
、

大
里
地
区
の
霊
場
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

京
城
跡
の
南
西
部
に
あ
る
神
社
で
、

民
家
の
間
の
石
段
を
登
っ
て
行
っ
た

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　

神
社
に
た
ど
り
着
く
と
大
き
な
岩

が
そ
び
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
神
が

宿
る
と
さ
れ
る
磐い

わ
く
ら座
で
、
太
古
の
昔

か
ら
祭
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
神
社
に
は
、
狛
犬
と
３
つ

の
赤
い
祠ほ

こ
ら

が
あ
り
、
周
り
は
白
い
浜

石
で
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
３

つ
の
祠
に
は
左
か
ら
天
神
さ
ま
、
氏

神
さ
ま
、
稲
荷
さ
ま
が
祭
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
神
社
の
「
齋
ヶ
丘
」
と
は
七

里
四
方
に
一
か
所
し
か
な
い
霊
地
の

こ
と
を
意
味
す
る
そ
う
で
す
。

　

３
月
の
最
初
の
日
曜
日
に
は
例
大

祭
が
行
わ
れ
、
地
元
の
方
々
な
ど
で

賑
わ
う
そ
う
で
す
。
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平
成
23
年
３
月

羽
山
地
遺
跡
（
第
１
次
）
発
掘
調
査
報
告

➡
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
の
集
落
跡

が
確
認
さ
れ
た
。
中
世
後
期
の
土
師
器
で
は
、
南

伊
勢
系
と
播
磨
系
が
確
認
さ
れ
た
。

平
成
26
年
３
月

羽
山
地
遺
跡
（
第
２
次
）
発
掘
調
査
報
告

➡
平
安
時
代
末
期
か
ら
江
戸
時
代
末
期
ま
で
遺
物

が
確
認
さ
れ
た
。

平
成
27
年
８
月
24
日

京
城
跡
勉
強
会　

講
師
：

伊い
と
う藤
裕ひ

ろ
ひ
と偉
氏

➡
京
城
跡
に
対
す
る
関
心

の
高
ま
り
を
受
け
三
重
県

教
育
委
員
会
よ
り
講
師
を

招
き
勉
強
会
を
開
催
。

平
成
29
年
７
月
19
日

春
秋
学
級
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
学

級　

講
師
：
矢や

ぐ
ま熊
敏と

し
お男
氏

➡
町
の
生
涯
学
習
講
座
と
し
て
「
紀
宝
町
の
文
化

遺
産
や
伝
承
な
ど
」
と
題
し
て
文
化
遺
産
に
つ
い

て
の
講
演
会
を
開
催
。

平
成
29
年
10
月
27
日

第
１
回
検
討
会　

講
師
：
伊
藤
裕
偉
氏

➡
三
重
県
教
育
委
員
会
よ
り
講
師
を
招
き
、
京
城

跡
の
概
要
や
歴
史
的
な
位
置
付
け
、
本
質
的
価
値

な
ど
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
い
た
。

平
成
29
年
12
月
17
日

第
２
回
検
討
会　

オ
ブ
ザ
ー
バ
：
新し

ん
み
ょ
う名 

強つ
よ
し

氏

➡
ま
ち
あ
る
き
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
、
京
城

か
つ
て
の
姿
を
取
り
戻
す
た
め
に

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

京
城
跡
を
守
り
続
け
て
い
く

そ
の
た
め
に
、
で
き
る
こ
と
を
一
歩
ず
つ

　

貴
重
な
文
化
遺
産
で
あ
る
京
城
跡
で
す

が
、
地
域
住
民
の
高
齢
化
に
伴
い
、
管
理

が
困
難
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
姿
が
徐
々

に
失
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

数
十
年
前
は
頂
上
か
ら
の
見
晴
ら
し
も

よ
く
、
相
野
谷
筋
一
帯
が
見
え
て
い
た
そ

う
で
す
が
、
現
在
は
木
が
茂
り
眺
望
を
邪

魔
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
石
垣
や
堀
切
が

崩
れ
て
き
て
い
る
箇
所
も
あ
り
ま
す
。

　

か
つ
て
の
姿
を
取
り
戻
す
た
め
に
も
、

地
元
の
人
々
や
町
は
、
京
城
跡
を
次
世
代

へ
伝
え
て
行
く
た
め
の
活
動
を
進
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
勉
強
会
、
意
見
交
換

会
を
重
ね
、
京
城
跡
の
文
化
的
価
値
な
ど

を
学
ぶ
と
と
も
に
、
課
題
点
の
洗
い
出
し

を
行
い
、
基
本
構
想
書
を
作
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
保
存
の
方
法
、
維
持

管
理
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
ま
と
め
た
保

存
活
用
計
画
を
策
定
予
定
で
す
。

　

持
続
可
能
な
維
持
管
理
方
法
を
模
索
し

な
が
ら
も
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を

対
象
に
し
た
活
動
を
企
画
す
る
な
ど
、
一

歩
一
歩
、
保
存
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

熊野の名城 　 京城跡
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跡
を
中
心
と
し
た
周
辺
文
化
財
に
つ
い
て
実
際
に

現
地
を
歩
き
な
が
ら
確
認
し
、
保
存
管
理
・
活
用
・

整
備
等
に
関
す
る
現
状
で

の
課
題
と
意
見
収
集
。

平
成
29
年
１
月
20
日

第
３
回
検
討
会　

➡
関
係
者
に
よ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
の
成
果
を
基
に
関
係

者
が
参
加
し
、
今
後
の
活

用
や
整
備
の
方
針
に
つ
い

て
意
見
を
ま
と
め
た
。

平
成
30
年
３
月
９
日

第
４
回
検
討
会　

意
見
交

換
会

➡
基
本
構
想
書
案
の
内
容

確
認
、
今
後
の
展
望
や
課
題

を
関
係
者
間
で
共
有
し
た
。

平
成
30
年
３
月
19
日

学
校
運
営
協
議
会　

講

師
：
寺て

ら
お尾
邦く

に
よ
し義
氏

➡
相
野
谷
中
学
生
が
実
際

に
京
城
跡
を
歩
き
、
史
跡

に
つ
い
て
学
ん
だ
。

平
成
30
年
３
月

「
京
城
跡
将
来
像
の

基
本
構
想
」
を
策
定

平
成
30
年
10
月
29
日　

第
１
回
保
存
活
用
計

画
策
定
会
議

➡
京
城
跡
の
保
存
活
用
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に

関
係
者
が
集
ま
り
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

01

01.杉の木により姿がみえなくなっている石垣。02.堀切の一部が崩落。03.頂上も木が茂り景色が見えづらくなっている。

0203
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大里東常会長

寺
て ら お

尾　邦
く に よ し

義　氏

　

私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
城

跡
だ
と
知
ら
ず
、
要よ

う
が
い害
山
と
呼

ん
で
、
遊
び
場
と
し
て
よ
く
登
っ

て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
が
、
京
城
跡
と
い
う
歴

史
的
に
も
貴
重
な
も
の
だ
と
、

後
で
知
り
ま
し
た
。

　

今
、
一
番
心
配
し
て
い
る
の

は
、
地
元
の
人
々
が
高
齢
化
し
、

管
理
が
難
し
く
な
り
、
山
が
荒

れ
て
き
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

50
年
後
１
０
０
年
後
の
子
ど

も
た
ち
に
も
、
こ
こ
に
お
城
が

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
、

地
域
の
者
で
守
っ
て
い
か
な
い

と
、
た
だ
の
山
と
な
っ
て
し
ま

う
の
で
は
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
ま
ず
は
町

の
文
化
財
と
し
て
一
刻
も
早
く

指
定
し
て
い
た
だ
き
、
保
存
や

活
用
へ
の
道
筋
を
つ
け
て
い
く

た
め
に
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

で
き
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
の
将

来
を
担
う
地
域
の
子
ど
も
た
ち

に
京
城
跡
の
こ
と
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
協

力
し
て
も
ら
い
な
が
ら
整
備
を

進
め
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

相野谷中学校

西
に し む ら

村　茂
し げ な り

也　校長

　

中
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が

地
域
の
一
員
と
し
て
郷
土
の
文
化

を
伝
承
し
、
将
来
の
担
い
手
と
し

て
役
割
を
果
た
し
て
い
く
た
め
の

手
助
け
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
総
合
的
な
学
習
の

時
間
や
道
徳
の
授
業
の
な
か
で
、

京
城
跡
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
中
に

は
い
ず
れ
外
へ
出
て
行
く
子
も

い
ま
す
。
紀
宝
町
の
こ
と
を
聞

か
れ
た
と
き
に
、
京
城
跡
の
こ

と
を
話
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
子
ど
も
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
子
ど
も
た
ち
に
歴
史

的
背
景
を
学
ん
で
も
ら
い
、
あ
わ

せ
て
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
な
ど
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
的
な
こ
と
を
行
っ

て
行
く
中
で
、
京
城
跡
や
地
域
の

こ
と
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
京
城
跡
の
整
備
が
進

ん
で
く
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た

ち
も
京
城
跡
に
興
味
を
も
ち
、

自
分
た
ち
で
調
べ
よ
う
と
い
う

気
持
ち
も
高
ま
っ
て
く
る
の
で

は
と
期
待
し
ま
す
。

熊野の名城 　 京城跡

京
城
跡
の
保
存
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
方
々
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
京
城
跡
へ
の
想
い
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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文化財調査委員

福
ふ く む ら

村　直
な お と

人　氏

　

以
前
、
羽
山
地
遺
跡
の
発
掘
調

査
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

発
掘
さ
れ
た
遺
物
の
な
か
に

は
、
京
城
跡
と
同
年
代
の
茶
碗
の

か
け
ら
な
ど
が
見
つ
か
る
な
ど
、

羽
山
地
遺
跡
と
京
城
跡
に
は
何
か

交
流
が
あ
っ
た
の
で
は
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
は
、
熊
野
市
の
文
化
財

専
門
委
員
も
し
て
い
ま
す
が
、
京

城
跡
は
赤
木
城
と
比
べ
構
造
や
つ

く
り
が
異
な
る
点
な
ど
、
ま
た
違
っ

た
点
で
面
白
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

京
城
跡
に
は
堀
切
な
ど
多
く

の
工
夫
が
さ
れ
て
い
て
、
こ
の

地
域
で
は
珍
し
い
堅
堀
も
見
ら

れ
ま
す
。
敷
地
内
に
墓
地
や
東

泉
寺
跡
が
あ
る
の
も
興
味
深
い

点
で
す
。

　

し
か
し
、
ま
だ
認
知
度
が
低

く
、
ま
ず
は
紀
宝
町
の
方
々
に

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち

に
も
、
地
元
の
歴
史
の
一
環
と
し

て
授
業
を
通
し
て
、
学
ん
で
も
ら

え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
整
備
が
進
み
、
城
跡
の

雰
囲
気
が
出
て
く
れ
ば
、
み
な
さ

ん
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
の

で
は
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

京
城
跡
は
、
相
野
谷
川
の
流

れ
の
先
に
あ
り
、
頂
上
か
ら
は

新
宮
の
地
が
見
え
ま
す
。
ま
た
、

京
城
の
横
に
は
北
山
道
が
あ
り
、

北
山
に
向
か
う
際
に
は
、
こ
こ

を
通
っ
て
い
ま
し
た
。
戦
略
上

と
て
も
重
要
な
場
所
で
あ
り
、

歴
史
に
詳
し
い
方
が
み
れ
ば
、

こ
の
地
に
城
が
建
て
ら
れ
て
い

た
こ
と
は
す
ぐ
に
分
か
る
と
思

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
重
要

な
遺
跡
で
す
が
、
現
在
は
、
石
垣

や
堀
切
に
も
木
が
多
く
生
え
て
お

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
遺
構
が
だ

ん
だ
ん
と
崩
れ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
な
る
べ
く
早
く
具
体

的
な
整
備
に
取
り
掛
か
る
必
要
が

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
京
城

跡
の
歴
史
や
価
値
な
ど
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、
調
査
完
了
後

に
子
ど
も
向
け
の
資
料
を
作
っ

た
り
、
実
際
に
登
っ
て
み
た
り

す
る
機
会
を
作
っ
て
も
い
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

地
元
の
方
々
に
大
切
に
さ
れ

て
い
る
京
城
跡
を
し
っ
か
り
と

整
備
し
、
紀
宝
町
の
財
産
と
し

て
将
来
に
伝
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

文化財調査委員長

蔵
く ら も と

本　一
か ず の り

範　氏
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紀宝町教育委員会

西
に し

　章
あ き ら

　教育長

京城跡保存活用計画委託業者（株式会社イビソク）

主任　大
お お さ こ

迫　賢
け ん い ち

一　氏

 　

竹
田
城
（
兵
庫
県
）
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
近
年
の
全
国
的
な
山
城

に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
の
中
で
、

本
町
を
代
表
す
る
城
跡
で
あ
る
京
城

跡
の
歴
史
的
、
文
化
的
意
義
が
再
認

識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

京
城
跡
は
、
天
守
台
状
の
土
塁

や
居
住
域
と
考
え
ら
れ
る
曲
輪
、

ま
た
、
山
城
と
し
て
は
、
全
国
的

に
も
珍
し
い
石
垣
を
伴
う
な
ど
、

こ
の
地
域
で
は
赤
木
城
や
鬼
ヶ
城

に
並
ぶ
規
模
を
誇
っ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
中
世

に
お
け
る
こ
の
地
方
の
動
向
を
探

る
上
で
も
貴
重
な
価
値
を
持
つ
城

で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
も
京
城
跡
が
持
つ
そ

の
高
い
価
値
や
魅
力
等
を
、
小
・

中
学
校
に
お
い
て
も
郷
土
学
習
等

を
通
じ
て
町
の
歴
史
的
文
化
遺
産

と
し
て
の
認
知
度
を
さ
ら
に
高
め
、

郷
土
へ
の
更
な
る
愛
着
が
深
ま
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

本
年
３
月
に
「
京
城
跡
将
来
像
の

基
本
構
想
」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た

が
、
折
し
も
文
化
財
保
護
法
が
来
年

度
か
ら
改
正
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

国
の
施
策
と
も
歩
調
を
合
わ
せ
る
形

で
、今
年
度
中
に
「
京
城
跡
の
保
存
・

活
用
計
画
」
の
策
定
を
目
指
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
地
元
の
み
な
さ
ま
を

は
じ
め
関
係
者
の
方
々
、
関
係
機
関

と
協
力
し
な
が
ら
整
備
・
保
存
を
進

め
、
貴
重
な
歴
史
的
資
源
と
し
て
更

な
る
地
域
振
興
に
資
す
る
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

当
社
で
は
文
化
財
の
計
画
策

定
か
ら
整
備
ま
で
行
っ
て
お
り
、

こ
の
た
び
は
京
城
跡
の
基
本
構

想
、
お
よ
び
保
存
活
用
計
画
の

策
定
な
ど
に
関
わ
ら
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

京
城
跡
は
、
岩
盤
を
深
く
削
っ

た
二
重
の
す
ば
ら
し
い
堀
切
が

あ
っ
た
り
、
そ
の
当
時
に
し
て

は
大
き
な
石
垣
が
あ
っ
た
り
す

る
点
が
、
全
国
的
に
見
て
も
大

変
価
値
が
あ
る
も
の
だ
と
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
現
状
で
は
木
が
か
な

繁
っ
て
お
り
、
遺
構
に
影
響
を
与

え
て
い
る
も
の
も
多
い
の
で
、
そ

こ
は
し
っ
か
り
と
整
備
し
て
遺
構

を
保
全
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
か

な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
関
わ
ら
せ
て
い
た

だ
く
中
で
、
な
に
よ
り
も
地
域
の

住
民
の
方
が
し
っ
か
り
と
関
わ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
熱
い
意
見
が
出

て
い
る
の
が
印
象
的
で
す
。
ま

た
、
み
な
さ
ん
す
ご
く
温
か
い
方

ば
か
り
で
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ

が
個
人
的
に
も
素
敵
な
と
こ
ろ
だ

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
各
種
の
調
査
を
進

め
て
、
京
城
跡
の
何
を
一
番
大

事
に
し
て
い
く
か
な
ど
を
し
っ

か
り
と
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
、

指
定
や
整
備
を
進
め
て
い
く
の

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
方
々
の
熱
い
思
い
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
今
後
も
事

業
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

熊野の名城 　 京城跡
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京
城
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を
は
じ
め
と
し
た
歴
史
遺
産
は
、

た
だ
過
去
の
も
の
が
そ
こ
に
あ
っ
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

こ
の
地
に
人
が
住
み
、
生
き
続
け
て
い
た
証
を

私
た
ち
に
伝
え
て
い
る
も
の
で
す

そ
の
証
を
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、

繋
い
で
い
く
と
い
う
こ
と
は

私
た
ち
が
こ
の
地
に
生
き
続
け
て
い
る
こ
と
を

残
す
こ
と
で
も
あ
り
ま
す

京
城
跡
に
は
ま
だ
多
く
の
謎
が
あ
り
ま
す

同
時
に
そ
れ
ら
を
解
明
す
る
宝
が

眠
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す

保
存
、
活
用
を
図
り

調
査
を
進
め
て
い
く
こ
と
で

解
明
さ
れ
る
謎
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
記
憶
を
知
り

伝
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
が

地
域
を
知
り
、
ひ
い
て
は
地
域
を
愛
す
る
こ
と
に
も

繋
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
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町立小学校への通学区域を緩和

通学する小学校を選択できます

Information　町教育委員会

◆ 在学中の児童について
　現在、町内小学校に在学している児童で、現学
校以外へ進級を希望する場合は、原則として次
年度４月１日からになります。希望する場合は、
12 月７日（金）までに、町教育委員会まで申し
出てください。
※通学手段の確保は、原則保護者の責任において
行ってください。

◆ 町内中学校への進学
　中学校への進学は、下記の学区一覧のとおり
で、通学区域は緩和されていません。
▶詳しくは、町教育委員会（☎３３－０３４１）
までお問い合わせください。

　町教育委員会では、町立小学校への通学区域を
緩和し、通学する学校を自由に選択できる制度を
導入しています。これにより、町内に住所を有す
る小学校および中学校の来年度入学者の学区は、
表①のとおりです。
　現住所地以外の区域の小学校を希望される保護
者は、下記のとおり、町教育委員会に申し出てく
ださい。

◆ 平成 31 年度小学校入学予定者
　平成 31 年 1 月の初旬に、「入学通知書」を町
教育委員会から配付します。通知書以外の学校へ
の入学希望者は、１月 21 日（月）までに町教育
委員会へ申し出てください。

表①：町立小・中学校の学区一覧
区分 居 住 す る 地 区 通学できる学校

小学校 町内全域
井田小学校、神内小学校、成川小学校、
相野谷小学校、鵜殿小学校

中学校

大里、井内、桐原、平尾井、阪松原 相野谷中学校

井田、神内、成川、鮒田、鵜殿 矢渕中学校

高岡、北桧杖、瀬原、浅里 相野谷中学校、矢渕中学校

町内の解体業者が施工する空き家が対象

空き家の解体撤去を補助

Information　役場産業建設課

【対象者】空き家の所有者（所有者が死亡してい
る場合は、法定相続人の代表者）

【補助金の額】
　解体撤去にかかる費用の２/ ３（上限 50 万円）
▶詳しくは、役場産業建設課（☎３３－０３３６）
までお問い合わせください。

【対象となる空き家】
・町内で５年以上住んでいないもの
・公共補償費対象となっていないもの
・アパートなど事業用のものでないこと
・個人の所有物件で、借地に建設されている場合

は土地所有者の同意を得ていること

　町では、町内の住環境の向上および災害の未然防止を図るため、５年以上住んでいない町内の空き
家の解体撤去にかかる費用を補助します。
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　町教育委員会では、勤労者の負担軽減のため、
東海労働金庫と協調して、生活資金の貸付制度を
設けています。

◆融資対象者
・紀宝町に１年以上居住し、住民基本台帳に登

録され、引き続き居住する方
・前年度税込年収が 150 万以上 400 万円以下

の勤労者で、自営業でない方
・未成年でない方
・町税を完納している方
・東海労働金庫の指定する保証機関の保証が受

けられる方
・その他、東海労働金庫が定める要件を備えて

いる方

◆資金使途
・教育ローン（教育に係る資金）
・福祉ローン（出産・育児・医療・介護に係る資金）
・カーライフローン（自動車に係る資金）

◆融資額
　200 万円以内（育児費用については、妊娠か
　ら小学校入学前までに要する費用）
◆融資利率

東海労働金庫の定める一般勤労者の貸付金利利
率表の店頭表示率より、年 0.3％引き下げた率

◆融資期間
　東海労働金庫の定める期間

▶詳しくは、東海労働金庫熊野支店（☎０１２０
－１９１－８０３）までお問い合わせください。

勤労者の生活安定と福祉向上のために

勤労者向け協調融資制度のご案内

Information　生活資金の貸付制度

昨年のイルミネーションの様子

Information　光の祭典 in 紀宝実行委員会

12 月１日（土）から１月６日（日）まで点灯

「光の祭典 in 紀宝」を今年も華やかに開催します

◆ イルミネーション点灯期間
【期間】12 月１日（土）～１月６日（日）
【時間】午後６時から 10 時まで（ただし、12 月 31 

日㈪、１月１日㈫の２夜はオールナイト点灯）
【シャボン玉イルミネーション】
　　　 12 月１日㈯、２日㈰、８日㈯、９日㈰、

15 日㈯、16 日㈰、は、シャボン玉イルミ
ネーションを実施します。

◆ イベント『キラフェス』
【日時】12 月 22 日（土）（雨天時は 23 日（日））
　午後５時～８時15分（ステージ開始は午後5時30分）

【内容】地元団体による演奏、ダンス、サンタさ
んからのお菓子プレゼント、抽選会など。

▶詳しくは、光の祭典 in 紀宝実行委員会（事務局：
役場企画調整課☎３３－０３３４）までお問い合
わせください。

　紀宝町の冬の風物詩「光の祭典 in 紀宝」を、12 月１日から紀宝町ふるさと資料館前の広場
で開催します。名物の 20 ｍツリーや、光のトンネルなど、さまざまなイルミネーションが織
りなす幻想的な世界をお楽しみください。
　また、イベント「キラフェス」も実施しますので、ぜひご来場ください。
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　町では、臨時職員や非常勤職員を職種別で登録し、必要に応じて登録者のなかから任用する、「紀宝町臨時
職員・非常勤職員登録制度」を実施しています。

登録職種や手続きなどは、以下のとおりですので、登録を希望される方は、役場総務課に必要書類を提
出し、登録手続きを行ってください。任用者の確保が困難な一部の職種を除き、任用年齢は 65 歳までです。

なお、現在❷保育士（資格あり）の登録者が不足しています。

町臨時職員・非常勤職員登録制度について

登録制度への登録を！

Information　役場総務課

◆任用条件
《臨時職員》
・勤務時間…正規職員の勤務時間（週 38 時間 45 分）
・任用期間…６か月以内（更新は１回のみ）
・その他…町臨時職員取扱要綱による

《非常勤職員》
・勤務時間…正規職員の１週間あたりの勤務時間

の４分の３以内で、町長が定める勤務時間
・任用期間…１年以内
・その他…町非常勤職員取扱要綱による

◆登録手続き
　次の書類に必要事項を記入のうえ、役場総務
課まで提出してください。
　・登録申請書（役場所定の様式）
　・履歴書（役場所定の様式）
　・資格（免許）証の写し（❷～❾、�～�の職種）
◆登録受付期間
　随時、受け付けています。
◆登録期間
　登録の日から２年間　

登録職種・内容 登録資格

❶一般事務職 パソコンの操作ができる方

❷保育士・保育補助員　❸幼稚園講師
❹調理師　❺保健師　❻看護師・准看護師

その資格を有する方、または任用までに取得見込みの方
＊❷の保育補助員は、保育士資格は問わない

❼介護支援専門員 資格と自動車運転免許（普通）を有し、パソコンの操作ができる方

❽管理栄養士・栄養士
❾歯科衛生士

その資格を有する方、または任用までに取得見込みの方

�調理補助員
　※非常勤職員に限る

＊調理師資格は問わない

�給食センター運転手兼調理補助員
　※非常勤職員に限る

自動車運転免許（普通）を有する方　＊調理師資格は問わない

�清掃作業員
　※非常勤職員に限る

自動車運転免許（普通）を有し、２㌧車の運転ができる方

�運転手
　※非常勤職員に限る

自動車運転免許（大型１種）を有する方

�用務員（校務員） ＊資格は問わない

�教育支援要員
　※非常勤職員に限る

＊資格は問わない

▶ 詳 し く は、 紀 宝 町 ホ ー ム ペ ー ジ（https://www.town.kiho.lg.jp/government/personnel/
temporary/）または役場総務課（☎ 33―０３３３）までお問い合わせください。
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１月 10 日から原動機付き自転車を対象に

町オリジナル
ナンバープレートの交付を開始！

Information　役場税務住民課

◆新規登録する方
①販売証明書（販売店により購入した場合）ま

たは譲渡証明書（車両を譲り受けた場合）
②印鑑（認め印で可）
③身分を証明する書類（運転免許証等）
※従来のナンバープレートとの選択制となります。

◆従来のナンバープレートから交換する方
①登録済ナンバープレート
②標識交付証明書
③印鑑（認め印で可）
④身分を証明する書類（運転免許証等）
※ナンバーが変わるため、自賠責保険等の変更
手続きが必要になります。

　※従来のナンバープレートも引き続き使えます。
▶詳しくは、役場税務住民課（☎３３－０３３７）
までお問い合わせください。

　町では、町の魅力を広く発信するとともに、町
民のみなさんに町への愛着をさらに深めてもらえ
るように、原動機付自転車のオリジナル・ナンバー
プレートを作成しました。
　多くの方にオリジナルナンバープレートをつけ
ていただき、町の PR にご協力をお願いします。

【交付開始日】
　1 月 10 日（木） 午前９時から
※午前９時までに来られた方は、抽選により交付
の順番を決定。

【対象車種】
　原動機付自転車第一種（50cc 以下）
※ナンバーは、「紀宝町 は・・1」から順番に交
付します。番号指定はできません。

【登録に必要なもの】※交付手数料は無料です。

　鵜殿地区にある「なかよしひろ場」は、一般国道 42 号「新宮紀宝道路」事業のため、12 月 31 日
をもって利用を終了いたします。
　平成 31 年１月からは遊具やトイレの撤去工事を実施します。近隣等のみなさまには、騒音など、
ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解、ご協力のほどよろしくお願いします。

長年にわたりご利用いただき、ありがとうございました

なかよしひろ場の利用を 12 月末で終了

Information　役場税務住民課

紀宝町役場

鵜殿郵便局

なかよしひろ場

〒

烏止野神社

▶詳しくは、役場税務住民課（☎３３－０３３７）までお問い合わせください。
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冬
の
節
電
は
暖
房
器
具
に
頼

り
す
ぎ
な
い
こ
と
が
大
事
で
す
。

普
段
よ
り
１
枚
多
く
羽
織
る
な

ど
着
る
も
の
を
工
夫
し
た
り
、

家
事
や
仕
事
の
合
間
に
、
ス
ト

レ
ッ
チ
な
ど
の
軽
い
運
動
を
し

て
冷
え
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

こ
た
つ
を
使
う
と
き
は
、
上

掛
け
と
敷
布
団
を
併
用
し
ま
し

ょ
う
。
熱
が
逃
げ
に
く
く
な
り
、

設
定
温
度
を
抑
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
他
の
暖
房
器
具
と
併

用
す
る
場
合
は
控
え
め
な
温
度

設
定
に
し
ま
し
ょ
う
。

家庭でできる温暖化対策
～できることから始めよう～

シリーズ　ストップ地球温暖化　その １14
Eco

▼
詳
し
く
は
、
役
場
環
境
衛
生
課

（
☎
33
―
０
３
３
８
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今月のテーマ　こたつ
ふとんは厚く

温度は低く

▶

『出典：財団法人省エネルギーセンター／家庭の省エネ大事典』

年間削減効果 年間節約金額

設定温度は低めに
設定温度を「強」から「中」に下げた場合

（使用時間：５時間 / 日）

約 1,080 円電気   49.0  kWh
CO2    23.8  kg    

若
者
定
住
促
進
策
と
し
て

６
５
，
５
０
０
円
を
補
助
し
ま
す

40
歳
未
満
の
若
者
が
新
築
住
宅
に

町
営
浄
化
槽
を
設
置
し
た
場
合

今
月
の
テ
ー
マ

シ
リ
ー
ズ

～
き
れ
い
な
川
を　

未
来
に
残
そ
う
～

浄
化
槽

Purified

　

町
が
推
進
し
て
い
る
町
営
浄
化

槽
整
備
推
進
事
業
で
は
、
町
営
浄

化
槽
の
設
置
促
進
の
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
推
進
策
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
も
『
地
方
創
生
』
政

策
の
一
環
と
し
て
、「
若
者
定
住

に
係
る
町
営
浄
化
槽
設
置
分
担
金

軽
減
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

40
歳
未
満
の
方
が
町
内
に
住

宅
を
新
築
し
、
町
営
浄
化
槽
を

設
置
さ
れ
た
場
合
、
設
置
分
担

金
を
負
担
い
た
だ
き
ま
す
が
、

そ
の
一
部
を
補
助
金
と
し
て
交

付
し
、
分
担
金
を
軽
減
し
ま
す
。

　

補
助
金
額
は
、
５
人
槽
、
７

人
槽
、
10
人
槽
の
い
ず
れ
の
人

槽
で
あ
っ
て
も
、
一
律
６
５
，

５
０
０
円
で
、
設
置
者
の
負
担

を
軽
減
し
、
若
者
の
定
住
を
促

進
す
る
も
の
で
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
役
場

環
境
衛
生
課
か
ら
申
請
書
類
が

届
き
ま
す
の
で
、
生
年
月
日
の

わ
か
る
身
分
証
明
書
（
運
転
免

許
証
な
ど
）、
町
営
浄
化
槽
設
置

分
担
金
領
収
書
、
振
込
先
口
座

の
わ
か
る
も
の
を
持
っ
て
、
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

40
歳
未
満
の
方
で
、
住
宅
の
新

築
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
、
ぜ

ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
環
境
衛
生
課

（
☎
33
―
０
３
３
８
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
１
３
6

町営浄化槽の
ここがポイント !! 環境衛生課　中野良太

　若者定住に係る補助金（65,500 円）の申請

書類は、新築住宅が完成し、暮らし始めたら、

役場環境衛生課から届きますので、書類が届い

たら、必要書類を添付のうえ、申請してください。

　申請には、町営浄化槽設置分担金の領収書が

必要ですので、分担金納付後は補助金申請まで

大切に保管してください。

申請書類は役場から届きます

何でも
聞いてください♪
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紀宝警察署（☎３３－０１１０）

Resources ごみは資源 のコーナー

役場環境衛生課（☎３３－０３３８）

  

ユ
ウ
キ
く
ん

 

ご
み
の
お
兄
さ
ん

生ごみはしっかりと水切りを

ポイント♪
生ごみの水分を減らすポイントは①
濡らさない、②しっかりと水気を切
る、③しぼる、④乾かすの４つです。
水分を取るとごみ出しもラクラク♪

　生ごみの約 80％は水分です。また、生ごみの腐敗
や悪臭の主な原因は水分のため、しっかりと水切りを
することで、臭気・害虫防止に役立つとともに、ごみ
の減量化につながります。
　生ごみを「燃料ごみの日」に出す際には、十分に水
切りを行ってから出すようにしてください。

　飛雪の滝キャンプ場は 11 月３日、イ
ベント「竹で『スター☆ドーム』を作
ろう」を開催しました。町内外から 21
名に参加していただき、竹を使って半
球状のドームを制作しました。
　スター☆ドームとは、竹などの素材
を使って組み上げて作るもので、組み
合わさったフレームが星型に見えるこ
とから、こう名付けられています。参
加した子どもたちは、大人のサポート
を受けながら、竹を割るところから組
み上げまで、楽しそうにドーム作りに
挑戦していました。
　今後は、12 月中旬から飛雪の滝のライトアップも計画し
ています。スター☆ドームのライトアップと合わせ、さら
に飛雪の滝キャンプ場をお楽しみいただける内容としてい
きますので、ぜひお越しいただけたらと思います。
▶詳しくは、飛雪の滝キャンプ場（☎２１－１３３３）ま
でお問い合わせください。

地域おこし協力隊活動日誌 vol.19

竹で作った『スター☆ドーム』完成！！
地域おこし協力隊

武和　楽
士

Local
Cooperator

Police 紀宝警察署 からのお知らせ

年末の交通安全県民運動

北朝鮮人権侵害問題啓発週間

【期間】12 月１日（土）～ 12 月 10 日（月）
【運動の重点】
❶子どもと高齢者の交通事故防止
❷シートベルトとチャイルドシートの正しい

着用の徹底
❸横断歩道における歩行者優先の徹底
❹飲酒運転の根絶

【期間】　12 月 10 日（月）～ 12 月 16 日（日）
　拉致問題の解決をはじめとする北朝鮮の人権侵
害問題について、関心と認識を深めよう。

01. 完成したスタードーム前で記念撮影。

02. ものづくりを楽しむ子ども。

01

02
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koho@town.kiho.lg.jp

広報クイズ
Quiz

【問題】
① 赤木城跡、鬼ヶ城跡と並ぶ熊野の名城 ○○跡
② 町オリジナル○○○○プレートの交付を開始
③ ○○を浴びて冬季うつを予防！
④ 生ごみの約○○％は水分です
⑤ 今月の「紀の宝みなと市」は、12 月○日

◆
応
募
資
格　

　

紀
宝
町
内
に
在
住
の
方

◆
応
募
方
法　

　

ハ
ガ
キ
か
メ
ー
ル
（koho@

tow
n.kiho.lg.jp

）
で
、
ク
イ
ズ

の
答
え
５
問
分
（
○
の
中
に
入
る

数
字
や
文
字
）
と
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
町
や
「
広
報

き
ほ
う
」
に
つ
い
て
の
ひ
と
言
を

書
い
て
、
役
場
企
画
調
整
課
広
報

係
（
〒
５
１
９
―
５
７
０
１ 

紀

宝
町
鵜
殿
３
２
４
）
ま
で
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か

ら
、
抽
選
で
５

名
の
方
に
、
上

写
真
の
「
町
の

特
産
品
」
を
お

贈
り
し
ま
す
。

◆
締
め
切
り　

　

12
月
11
日
㈫
必
着　
（
当
選
者
の

発
表
は
、
来
月
号
の
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
）

■
11
月
号
の
正
解

　

①
祭
典 　

②
オ
レ
ン
ジ

　

③
糖
尿　

④
う
き
う
き　

⑤
10

■
11
月
号
当
選
者

（
応
募
総
数
26
通
・
正
解
者
22
人

賞
品
は
「
干
物
セ
ッ
ト
」）

 

・
逢お

お
の野　

よ
り　

さ
ん
（
鮒
田
） 

 

・
寺て

ら
ま
え前　

比ひ

で

き

出
樹
さ
ん
（
鵜
殿
）

 

・
尾お

ざ
き﨑　

美み

ち

こ

智
子
さ
ん
（
井
田
） 

 

・
堀ほ

り

口ぐ
ち　

信の
ぶ

行ゆ
き　

さ
ん
（
成
川
）

 

・
谷た

に
ぐ
ち口　

美み
さ
と里　

さ
ん
（
鵜
殿
）

▼
詳
し
く
は
、
役
場
企
画
調
整
課

広
報
係（
☎
33
―
０
３
３
４
）ま
で
。

紀
宝
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
通
称

「
フ
ァ
ミ
サ
ポ
」
を
ご
存
知
で
す

か
？
フ
ァ
ミ
サ
ポ
は
、
子
育
て
を

助
け
て
ほ
し
い
人
（
依
頼
会
員
）

の
要
望
に
応
じ
て
、
子
育
て
の
お

手
伝
い
が
で
き
る
人
（
サ
ポ
ー
ト

会
員
）
を
紹
介
し
、
地
域
で
子
育

て
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
会
員
組

織
で
す
。

　

次
の
よ
う
な
と
き
は
、
お
気
軽

に
フ
ァ
ミ
サ
ポ
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

◆
美
容
室
や
買
い
物
、
病
院
な
ど

に
行
き
た
い
の
で
子
ど
も
を
預

け
た
い

◆
上
の
子
ど
も
の
学
校
行
事
の
た

め
下
の
子
ど
も
を
預
け
た
い

◆
残
業
な
の
で
保
育
所
の
迎
え
と

預
か
り
を
お
願
い
し
た
い

◆
塾
の
送
迎
を
お
願
い
し
た
い

◆
里
帰
り
出
産
の
と
き
、
上
の
子

ど
も
を
預
け
た
い　

な
ど

　

フ
ァ
ミ
サ
ポ
を
利
用
す
る
に

は
、
事
前
の
登
録
が
必
要
で
す
。

　

共
働
き
の
家
庭
は
も
ち
ろ
ん
、

お
う
ち
で
育
児
を
が
ん
ば
っ
て

い
る
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
も

気
軽
に
お
子
さ
ん
を
預
け
ら
れ

ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
の
お
守
り

と
し
て
、
ぜ
ひ
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
に
ご
登
録
い
た
だ
き
、

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ど
ん
な
人
が
会
員
に
な
れ
る
の
？

【
依
頼
会
員
】

▼
詳
し
く
は
、
紀
宝
町
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
☎
32

―
４
６
８
８
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

紀
宝
町
内
に
在
住
し
、
お
お
む

ね
生
後
６
か
月
か
ら
小
学
６
年
生

以
下
の
お
子
さ
ん
が
い
る
方
。

【
サ
ポ
ー
ト
会
員
】

　

紀
宝
町
内
に
在
住
す
る
20
歳
以

上
の
方
で
、
フ
ァ
ミ
サ
ポ
が
実
施

す
る
講
習
会
を
受
け
た
方
。

【
両
方
会
員
】

　

依
頼
会
員
と
サ
ポ
ー
ト
会
員
の

両
方
に
登
録
す
る
方
。

Family
 support

に
こ
に
こ
子
育
て
♪

～
み
ん
な
で
サ
ポ
ー
ト
～

今
月
の
テ
ー
マ

フ
ァ
ミ
サ
ポ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

※町からの助成金 300 円が引かれています。
※ひとり親家庭、多子世帯家庭（お子さんが３人以上）
には、さらに２００円を減免。

時間 平日 土日祝

午前9時～午後５時 400円 600円

午前６時～９時

午後５時～10時
500円 700円

ファミサポの料金（1 時間あたり）

抽
選
で
左
記
の
物
が
当
た
り
ま
す

12
月
号
の
当
選
者
へ
は

ウミガメ公園商品券
（2000 円分）
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鵜殿図書館
岸 図書館長

図書館だよりＢｏｏｋｓ

　移動支所では、表①の日程で住民票、印鑑証明、納税証
明書などの申請受付事務（交付は後日）や町税、国民健康
保険税の収納事務、各種届出事務などを受け付けます。
　また、町内の３郵便局（紀伊井田、御船、相野谷）にお
いて、住民票発行などもできます。

▶詳しくは、役場税務住民課（☎３３―０３３７）までお問い合わせください。

表①：12 月の移動支所開設日程 赤色は、移動図書館も開設

開設日 　会　　場　 開設時間

月
曜
日

３日
10日
17日

桐原生活改善センター 　９：００～１０：１５
平尾井高齢者生産活動センター １０：３０～１１：４５
大里多目的集会施設 １３：３０～１４：４５
上野農事集会所 １５：００～１６：１５

火
曜
日

４日
11日
18日
25日

浅里生活改善センター 　９：００～１０：１５

北桧杖多目的集会施設 １０：３０～１１：４５

中村多目的集会施設 １３：３０～１４：４５

開設日 　会　　場　 開設時間

水
曜
日

５日
12日
19日
26日

阪松原生活改善センター 　９：００～１０：１５

永田青年クラブ １０：３０～１１：４５

井田公民館 １３：３０～１４：４５

地下集会所 １５：００～１６：１５

木
曜
日

６日
13日
20日
27日

上地多目的集会施設 　９：００～１０：１５

下地生活改善センター １０：３０～１１：４５

茶屋地構造改善センター １３：３０～１４：４５

下り場集落センター １５：００～１６：１５

金
曜
日

７日
14日
21日
28日

高岡防災センター 　９：００～１０：１５

鮒田構造改善センター １０：３０～１１：４５

紀宝町役場町民ホール １４：００～１６：００

お住まいの近くで、役場業務が利用できます

移動支所をご利用ください
Branch

森の奥で動物たちと暮らし
ているおじいさんは、ある
日、けがをした星を助けて
…。やさしい気持ちになれ
るクリスマスの絵本。

シャーロット・ゾロトウ/文　ルース・ロビンス/絵
みらいなな / 訳　童話屋

しあわせなモミの木

アメリカ文学史に残る短編
作家オー・ヘンリーの不朽
の名作！主人公のデラは妻
のエイソルがモデルだそう
です。心洗われる物語。

オー・ヘンリー / 文  リスベート・ツヴェルガー / 画
矢川澄子 / 訳　富山房

賢者のおくりものおじいさんと
クリスマスのほし
つるみゆき / 絵と文　至光社

ある町の美しい通りの空き
家に越してきたおじいさん
と小さなモミの木の心の交
流を繊細に描いた心あたた
まる美しい絵本。

伊藤三郎 / 再話　堀内誠一 / 画
福音館書店

くろうまブランキー

『ぐるんぱのようちえん』な
どで有名な堀内誠一さんの
絵本デビュー作。お話はフ
ランスの子どもたちが共同
制作したものだそうです。

今月のおすすめ図書　テーマ“やさしい気持ちになれるクリスマスの絵本”

◆鵜殿図書館（☎３２－４
よ

６
む

４
よ

６
む

）
◆利 用 時 間：９：３０ ～ 18：００
◆休　館　日：毎週月曜日・祝日・毎月最終木曜日

12 月 22 日（土） 
スペシャルおはなし会

０ 歳 児  ：  午前 10 時～ 10 時半
１歳以上 ：  午前 11 時～ 11 時半
３歳以上（小学生含む） ：  午後１時半～２時 30 分

◆
年
末
年
始
は
休
館
し
ま
す

　

鵜
殿
図
書
館
は
、
12
月
27
日
㈭

か
ら
１
月
４
日
㈮
ま
で
休
館
し
ま

す
。
休
館
中
の
本
の
返
却
は
、
玄

関
左
横
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に
入
り

き
ら
な
い
場
合
は
、
お
持
ち
帰
り

し
て
い
た
だ
き
、
開
館
日
に
ご
返

却
く
だ
さ
い
。

　

開
館
中
は
年
末
に
か
け
て
、
ク

リ
ス
マ
ス
や
年
末
年
始
に
ち
な
ん

だ
本
の
展
示
、
貸
出
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
多
数
の
ご
来
館

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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Dentistry
今月のテーマ

竹田歯科衛生士の歯の健康ひと口メモ    その 154

歯を大切に　しようね♪

竹
田
仁
香
歯
科
衛
生
士

Health

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す
！　

そ
の
１
５
４

　
　
　
　

今
月
は
垣
内
和
美
保
健
師

今
月
の
テ
ー
マ

日
光
を
浴
び
て
冬
季
う
つ
を
予
防
!!

こ
ん
な
症
状
に

心
当
た
り
あ
り
ま
せ
ん
か

　

冬
に
な
る
と
、「
食
事
が
甘
い

も
の
や
、
炭
水
化
物
に
偏
っ
て

し
ま
う
」、「
な
ん
と
な
く
む
な

し
い
」、「
人
付
き
合
い
が
億お

っ
く
う劫

だ
」
な
ど
と
感
じ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　

ほ
か
に
も
、「
無
気
力
に
な

る
」、「
集
中
力
が
な
い
」、「
自

己
否
定
的
に
な
る
」、「
よ
く
寝

た
は
ず
な
の
に
日
中
眠
い
」
な

ど
も
、
冬
季
う
つ
の
症
状
で
す
。

冬
季
う
つ
の
原
因

　

10
月
～
12
月
は
、
日
照
時
間

が
短
く
、
精
神
の
安
定
や
睡
眠
、

神
経
分
泌
な
ど
に
関
わ
る
「
セ

ル
ト
ニ
ン
」
と
い
う
ホ
ル
モ
ン

が
減
少
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
脳
の
活
動
が
低

下
し
、
冬
季
う
つ
の
症
状
が
あ

ら
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
照
時
間
が
短
い
と
生

活
リ
ズ
ム
の
調
節
を
司
る
「
メ
ラ

ト
ニ
ン
」
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
の
分

泌
量
が
変
化
し
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
し
て
体
内
時
計
が
狂
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
冬
季
う
つ
の
原
因
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

冬
季
う
つ
と
は

　

冬
季
う
つ
は
、
季
節
性
情

じ
ょ
う
動ど

う
障

害
と
も
呼
ば
れ
、
10
月
～
12
月
に

か
け
て
症
状
が
現
れ
ま
す
。
一
度

か
か
る
と
毎
年
繰
り
返
し
な
り
や

す
く
な
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
３

月
ご
ろ
に
な
る
と
回
復
し
ま
す
。

　

原
因
は
不
明
で
す
が
、
女
性
に

多
い
の
も
特
徴
で
す
。
基
本
的
に

症
状
は
軽
く
、
自
覚
を
し
て
い
な

い
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
。

冬
季
う
つ
を
予
防
す
る
に
は

　

冬
季
う
つ
を
予
防
す
る
に
は
、

な
る
べ
く
多
く
光
を
あ
び
る
よ
う

に
、
早
寝
、
早
起
き
や
、
外
出
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
12
を
摂

取
す
る
と
感
受
性
が
高
ま
り
ま

す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
12
は
シ
ジ
ミ

や
イ
ク
ラ
、
レ
バ
ー
、
の
り
な

ど
に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

セ
ル
ト
ニ
ン
を
合
成
す
る
原
料

と
な
る
ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン
を
含
む

も
の
に
乳
製
品
、
大
豆
製
品
、
魚
、

ナ
ッ
ツ
類
、
バ
ナ
ナ
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
え

て
積
極
的
に
摂
取
し
ま
し
ょ
う
。

歯
周
病
と
は
、
歯
の
周
り
の

組
織
に
炎
症
が
起
こ
っ
て

い
る
病
気
の
総
称
で
す
。
炎
症
が

歯
肉
に
留
ま
っ
て
い
る
状
態
を

「
歯
肉
炎
」、
炎
症
が
歯
槽
骨
や
歯

根
膜
ま
で
広
が
っ
て
い
る
状
態
を

「
歯
周
炎
」
と
い
い
ま
す
。

　

歯
周
病
が
進
行
す
る
と
、
最
終

的
に
は
歯
が
抜
け
る
原
因
と
な
り

ま
す
。「
歯
ぐ
き
を
押
す
と
血
や
膿

が
出
る
」「
口
臭
を
指
摘
さ
れ
た
」

「
歯
が
グ
ラ
グ
ラ
す
る
」
な
ど
の
症

状
が
当
て
は
ま
る
と
、
歯
周
炎
の

可
能
性
が
高
く
、
歯
科
医
院
で
の

治
療
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
歯
周
病
は
正
し
い
処

置
を
と
る
こ
と
で
、
予
防
や
改
善

が
で
き
ま
す
。
毎
日
の
歯
み
が
き

で
は
、
歯
と
歯
ぐ
き
の
境
目
の
汚

れ
を
取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。

　

歯
ブ
ラ
シ
の
選
び
方
も
ポ
イ
ン

ト
で
す
。
歯
と
歯
ぐ
き
の
状
態
や

み
が
き
方
、
力
加
減
な
ど
に
よ

り
、
適
し
た
も
の
が
変
わ
っ
て
き

ま
す
。
か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
持

ち
、
自
分
に
合
っ
た
歯
ブ
ラ
シ
を

教
え
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

歯周病は予防・改善できる生活習慣病

エナメル質
しつ
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Health　December　Calendar

12 月の健康カレンダー
Calendar

※ 変更する場合がありますので、確認のうえ受診してください。
※ 診療科目が異なる場合は、三重県救急医療情報センターコールセンター  
　（☎０５９－２２９－１１９９）にご相談ください。

12 月の休日救急当直医
日 病 院 名 内科・外科

２日 真 砂 小 児 科 ☎（29）7313 小児科
９日 橋 本 ク リ ニ ッ ク ☎（29）7329 内 科
16日 山 口 整 形 外 科 ☎（31）8052 外 科
23日 井 畑 医 院 ☎（31）7029 内 科
24日 玉 置 整 形 外 科 ☎（22）6172 外 科

年末年始の救急当直医
日 病 院 名 内科・外科

12/30 笹 屋 内 科 外 科 ☎（21）2917 外 科
12/31 ましょうクリニック ☎（29）7800 内 科
1/1 すずきこどもクリニック ☎（28）0111 小児科
1/2 みね内科クリニック ☎（22）5551 内 科
1/3 新 谷 ク リ ニ ッ ク ☎（23）2226 外 科

※要予約：詳しくは、保健センター（☎３2－3700）まで。

子どもとお母さん（会場 紀宝町保健センター）
日 内 容 と 開 催 時 間

11日 ７・８か月離乳食教室（ 午 前 10 時 〜 11 時 30 分 ）
25日 す く す く 育 児 相 談　（午前９時30分〜11時30分）

今月のお料理

楽しく、おいしい　

簡単料理  ♪　その 134

Cooking

畠　

博　

子

管

　理

　栄

　養

　士

寺　

澤　

博　

子

管

　理

　栄

　養

　士

寺　

澤　

博　

子

管

　理

　栄

　養

　士

寺　

澤　

博　

子

管

　理

　栄

　養

　士

寺　

澤　

博　

子

管

　理

　栄

　養

　士

寺　

澤　

博　

子

管

　理

　栄

　養

　士

寺　

澤　

博　

子

管

　理

　栄

　養

　士

寺　

澤　

博　

子

管

　理

　栄

　養

　士

今
回
は
、
食
べ
る
機
会
が
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
る

小
魚
を
使
っ
た
お
や
つ
の
ご
紹

介
で
す
。
小
魚
に
は
カ
ル
シ
ウ

ム
が
含
ま
れ
、
骨
や
歯
を
作
る

た
め
に
大
切
な
栄
養
素
で
す
が
、

現
代
の
日
本
人
の
食
事
で
は
な

か
な
か
摂
り
に
く
く
、
足
り
て

い
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
牛
乳
・
乳

製
品
、
大
豆
・
大
豆
製
品
に
も

含
ま
れ
ま
す
。
丈
夫
な
体
を
維

持
す
る
た
め
に
も
、
毎
日
コ
ツ

コ
ツ
と
カ
ル
シ
ウ
ム
を
摂
取
す

る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

今月のお料理

甘じょっぱいおやつ♪

小魚とアーモンドのチュイル

卵白 … 30g（約１個分）
グラニュー糖 … 30g
溶かしバター … 10g
アーモンドスライス … 20g
田作り用煮干し … 30g
薄力粉 … 10g

【材料（約 20 枚分）】 【作り方】
①	 卵白にグラニュー糖、溶かしバター、アーモンドスライス、

煮干を混ぜ、冷蔵庫で30分以上休ませる。（なじませる程度）
②	薄力粉を①にふるい入れ、さっくり混ぜる。
③	天板にオーブンシートを敷き、生地を小さじ１ずつ、

間隔を取って落とす。スプーンの背などで直径５cm ほ
どに薄く広げる。

④	180 度に予熱したオーブンで 12 分ほど、こんがり焼
き色がつくまで焼き、取り出して冷ます。

介護予防事業（対象：65 歳以上の方）
日 会 場 と 開 催 時 間

 ◆ 小さなボールをつかった健康運動教室
６日 鵜殿地域交流センター（ 午 前 10 時 〜 11 時 ）
13日 上地多目的集会施設 （ 午 前 10 時 〜 11 時 ）
19日 成川生活改善センター（ 午 前 10 時 〜 11 時 ）
20日 平尾井生産活動センター（ 午 前 10 時 〜 11 時 ）
27日 井田公民館 （ 午 前 10 時 〜 11 時 ）

 ◆ 健康長寿ヨガ
７・14・21日 鵜殿福祉センター （午前10時45分〜11時45分）

※ 要予約 ： 詳しくは、地域包括支援センター（☎３３－0175）まで。

 ◆ 貯筋運動　（腹筋と下肢筋力をつけるための運動）
７・14・21・28日 保健センター （午後 0 時 30 分～２時 30 分）

10日 大里多目的集会施設（ 午 前 9 時 30 分 ～ 11 時 ）

冷めたらパリ
ッとなります

♪

　　　　　　エネルギー（３枚あたり）：約 63kcal　

　  　　　　　　      　　         　　塩分  ：約 0.3g           

One Point Advice

料理作成：き
ほう食の会
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第
12
回
紀
宝
み
な
と
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
が
10
月
21
日
、
鵜
殿
港
で

開
催
さ
れ
、
約
１
２
，
０
０
０
人

の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
、「
見
る
・
食

べ
る
・
遊
ぶ
・
買
う
」
を
テ
ー
マ

に
行
っ
て
お
り
、
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
和
太
鼓
や
ソ
ー
ラ
ン
踊
り

な
ど
の
団
体
が
演
奏
や
踊
り
を
披

露
し
、
姉
妹
町
提
携
を
結
ぶ
中
能

登
町
か
ら
は
、「
兼け

ん
し
ょ
う生
喜き

み

よ

美
代
会
」

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
踊
り
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
最
強
も
の
ま
ね
マ
ロ

ン
陵
」
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
も
の

ま
ね
も
行
わ
れ
た
ほ
か
、
メ
イ
ン

ゲ
ス
ト
の
「
紙
ふ
う
せ
ん
」
が
ヒ

ッ
ト
曲
を
歌
い
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
に
大
人
気
の
「
ド
ラ
え

も
ん
シ
ョ
ー
」
で
は
、
子
ど
も
た

ち
が
く
ぎ
付
け
に
な
っ
て
シ
ョ
ー

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
警
察
や
自
衛
隊
な

ど
の
制
服
の
試
着
、
木
工
教
室
が

あ
っ
た
ほ
か
、
地
元
農
産
物
や
特

11

0203

01

09 06

08

0405

22

25

28

04

Play 遊ぶ

Watch 見る

紀
宝
み
な
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

06

0708

10

09



産
品
な
ど
の
販
売
は
も
ち
ろ
ん
、

姉
妹
町
の
石
川
県
中
能
登
町
の
特

産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー
や
、
地
域
間

連
携
を
行
っ
て
い
る
青
森
県
藤
崎

町
の
産
地
直
送
り
ん
ご
の
販
売
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
、
勤
労
者
に
よ

る
地
域
づ
く
り
事
業
実
行
委
員
会

に
よ
る
「
熊ゆ

う

・
Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
遊
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
も
同
時
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

会
場
は
、
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
む

人
た
ち
の
た
く
さ
ん
の
笑
顔
で
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

12

23

18

19

21

20

15

13

27 26

2930

16

17

14

21

01. ふわふわドーム。02. ＶＲ消化体験。03. 射的。04・
07. 自衛隊・警察官になりきっちゃえ。05. 木製小物作り。
06. 木 工 教 室。08. ヨ ー ヨ ー 釣 り。09・10. 黒 潮 体 験。
11.石川県中能登町ブース。12.お弁当の販売。13.イカ焼き。
14. みかんの詰め放題コーナー。15. わたがしを食べる子ど
も。16・17. 青森県藤崎町産のりんご「ふじ」は今年も好評
でした。18. 熊野水軍鍋。19. りんごケーキの配布。20. 鮎
の塩焼き。21. 今年も多くの方が来場しました。22. 紀州舞
踊隊。23・24. メインゲスト：紙ふうせん。25. 熊野水軍子
供太鼓。26. 鵜殿ばやし保存会。27. 兼生喜美代会（中能登
町）。28. 創作太鼓　紀宝楽。29. 楽しそうにステージを見る
子どもたち。30. ドラえもんたちとの記念写真。

smile 笑顔

Watch

Eat 食べる

買うBuy

24

Town topics

21
10



01. おりがみで作った桜。02. 手
芸「 カ メ レ ン ジ ャ ー」。03. 手
芸「スノーマン」。04. 和紙人形。
05・06. 作品を眺める来場者た
ち。07. エコクラフト。08. 園児
の作品「うみのなかま」。09.寒蘭。
10. 生け花。11. お茶席。

　第 11 回紀宝町文化展が 11 月３・４日の２日間、まなびの郷で開催
されました。
　造形文化の振興などにより文化活動の向上を図ることを目的に毎年行
われている同展には、書や生け花、写真、陶芸、民芸品、パッチワーク
のほか、保育所、幼稚園、小中学生が手がけた図画、習字など、個性豊
かな作品 1,380 点が会場を彩りました。
　会場にはのべ 1,494 人が来場し、来場者たちは、展示された作品を
ゆっくり見て歩き、時折立ち止まっては顔を近づ
け鑑賞し、芸術の秋を楽しんでいました。
　また、２階和室にはお茶席が設けられ、訪れた
人は心のこもったお茶をいただき、ひとときの安
らぎに包まれていました。

文 化展に多彩な作品が並ぶ
個性豊かな作品 1,380 点が集う

Town topics

3・4
11

05

11 10

04

07

0809

05

02

06

03

01

　飯盛保育所は、10 月 19 日、デイサービス「きほう」で
利用者の方と交流しました。
　これは、子どもたちと高齢者が多世代間交流を図ることで
高齢者には和みを、子どもたちには高齢者に対する思いやり
の心を育むことを目的に行われたものです。
　集まった約 20 人の利用者たちは、園児
たちの元気なダンスに大きな拍手を送り、
ふれあい遊びでは、園児たちと、仲よく握
手をしたりお互いの手を叩いたりしてふれ
あいのひとときを楽しみました。

Town topics

19
10

利用者にダンスを披露する園児たち

飯 盛保育所と高齢者が交流
多世代間交流を目的に
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まちのわだい  12 月号 
TOWN TOPICS IN KIHO

諸
も ろ

手
と

船
ぶ ね

が神
し ん こ う せ ん

幸船を先導する
熊野速玉大社例大祭「御船祭」

　熊野速玉大社例大祭の御船祭が 10 月 16 日、同神社と熊野川で
行われ、早船競漕に続き、烏

う ど の

止野神社総代会が管理する諸手船が
神幸船を先導しました。
　諸手船は古くから、御船祭で神霊をのせた神幸船を導く大役を務
めています。赤い衣装に身を包んだアタガイウチが、神霊を導く動
きを表した「ハリハリ踊り」を舞いながら、御船島を３周して、対
岸にある御

お た び し ょ

旅所へ神幸船を導きました。
　早船競漕は、王地が 16 分 43 秒のタイムで 10 年ぶりとなる優
勝を飾りました。

Town topics

16
10

01

02

03

　町は、10 月 19 日、まなびの郷で保健活動推進員の委嘱
式を行いました。
　保健活動推進員は、町民の方々の健康の保持増進のために、
特定健診やがん検診などの受診勧奨や、保健センターや地域
で開催している「貯筋運動」、「健康づくり教室」「健康チェ
ックデー」に参加し、活動されています。
　委嘱式の後、研修会および意見交換を行
い、推進員の方々は「自分自身はもちろん
のこと、周囲の皆さんが健康づくりに参加
できるよう、積極的に活動していきたい」
と話していました。

Town topics

19
10

西田町長（中央）と保健活動推進員のみなさん

保 健活動推進員の委嘱式を実施
地域の保健活動を行う健康づくりのリーダー

01. 早船競漕。02. 神
幸船を先導する諸手
船。03. 赤い衣装に身
に包んだアタガイウチ。
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Town topics

27
10

　まなびの郷ボランティアグループの MANABI ★ボランチは 10 月 27
日、まなびの郷でハッピーハロウィーンを開催しました。
　これは、子どもの居場所作りと大人も子どもも楽しめるイベントを開催
したいとの想いから行ったもので今年で２回目となります。
　参加した子どもたちは魔女やミニオンなど思い思いの衣装に身を包み、ハ
ロウィンにちなんだゾンビダンスを踊りました。また、会場内に設置された
パネルで記念写真を撮ったり、輪投げやボール当てのミニゲーム、お菓子ひ
ろいをしたりして楽しんでいました。

ハッピーハロウィーンを開催
仮装姿でダンスなどを楽しむ 01. 元気いっぱいにダンスを

踊る。02・06. ヘアアレン
ジ & ブース撮影。03. 会場
内に隠されたクイズに挑戦。
04. 輪 投 げ。05. お 菓 子 ひ
ろい。

05

05

03

06 04

02 01
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　紀宝ウミガメ物産振興協同組合は 10 月 28 日、ウミガメ
公園で「ウミガメみかん祭り」を開催しました。
　みかんの詰め放題のほか、フリーマーケットや地元農産
物の販売などが行われており多くの人で賑わいました。
　みかん詰め放題コーナーには、町産の極早生温州みかん
約２トンを用意。山積みにされたみかんの
周りを、親子連れや観光客など大勢の人が
取り囲み、袋からはみ出るほどに詰め込ん
でいました。

ウ ミガメみかん祭りを開催
地元産の温州みかんが大人気

Town topics

28
10

にぎわいをみせるみかん詰め放題コーナー

02

　町は 10 月 30 日、まなびの郷で「きほうまちかどエクサ
サイズ全員集合！！」を行いました。
　まちかどエクササイズは、紀宝町・御浜町で医学的・科学的
実証が行われた認知症予防に効果のある音楽体操で、月に 3 ～
４回、介護・認知症予防や健康づくりのために開催しています。
　今回は、東京よりヤマハ音楽教室講師の瀬

せ と

戸清
き よ み

美氏をお
招きし、町内３クラスの参加者がスキル
アップ研修として、音楽に合わせてリズ
ミカルに動く「リズムウォーク」や「リ
ズムエクササイズ」「リズム発声や合唱」
などを行いました。

ま ちかどエクササイズ全員集合
認知症予防に効果のある音楽体操

Town topics

30
10

音楽にあわせて楽しく体を動かす

　平成 25 年度に事業化された一般国道 42 号「新宮紀宝道
路」の工事説明会が 11 月 15 日、まなびの郷で開催され、
地域住民 67 人が参加しました。
　新宮紀宝道路は、熊野川河口大橋を含む、新宮市あけぼ
の地区から紀宝町神内地区までの延長 2.4 キロの自動車専
用道路です。
　工事説明会では、国土交通省紀南河川国道事務所が新宮
紀宝道路の概要説明、三重県内で行う最初の工事である「紀
宝ランプ橋下部工事」の工事内容や道路規制、安全対策な
どを説明しました。

   42 号「新宮紀宝道路」の
　 工事説明会を開催

紀宝ランプ橋下部工事の工事内容について説明

Town topics

15
11

ランプ橋下部工事の説明会

まちのわだい  12 月号 
TOWN TOPICS IN KIHO

一般
国道
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紀
宝
町
で
の
充
実
し
た
日
々

小
西
　
晶
也 

さ
ん
（
成
川
） 

　

私
は
中
学
校
卒
業
後
、
小
学
２
年

生
か
ら
始
め
た
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
で
日

本
一
を
目
指
そ
う
と
思
い
、
松
阪
市

の
三
重
高
校
へ
進
学
し
ま
し
た
。

　

高
校
時
代
は
寮
生
活
だ
っ
た
の
で

す
が
、
毎
日
の
ハ
ー
ド
な
練
習
に
加

え
、
勉
強
と
の
両
立
、
掃
除
や
洗
濯

な
ど
を
こ
な
す
日
々
は
と
て
も
過
酷

だ
っ
た
こ
と
な
ど
を
い
ま
で
も
覚
え

て
い
ま
す
。
で
す
が
、
自
分
が
行
く

と
決
め
た
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
一
度

も
後
悔
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
一
と
い
う
目
標
に
は
届
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に

応
援
さ
れ
、
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
と

て
も
充
実
し
た
３
年
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　

高
校
卒
業
後
は
、
東
京
の
大
学
に

進
学
し
ま
し
た
が
、
４
年
間
の
さ
ま

ざ
ま
な
経
験
を
経
て
、
三
重
県
で
就

職
す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
百
五
銀
行
に
入
行
し
、

社
会
人
２
年
目
で
す
。
７
年
ぶ
り
の

実
家
で
の
生
活
は
公
私
と
も
に
と
て

も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

仕
事
に
関
し
て
は
、
ま
だ
ま
だ
覚

え
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
勉
強

の
日
々
で
す
が
、
上
司
や
先
輩
な
ど

に
支
え
ら
れ
な
が
ら
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
、

お
客
様
を
第
一
に
考
え
る
こ
と
を
自

分
の
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
す
る
中
で
、

お
客
様
に
感
謝
さ
れ
た
り
、
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
こ
と
が
、
一
番
の
や
り

が
い
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
自
分
自
身
が
も
っ
と
成
長
し
、

多
く
の
方
か
ら
信
頼
さ
れ
る
よ
う
に

ペンリレー

P
EN

RELA
YNo.154

努
力
し
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

休
日
に
は
、
釣
り
や
ゴ
ル
フ
を
よ

く
し
ま
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
指
導
も
行
な
っ
て

い
ま
す
。
自
分
自
身
も
そ
う
だ
っ
た

よ
う
に
、
憧
れ
や
夢
、
目
標
を
持
っ

て
こ
れ
か
ら
も
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
続

け
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を

込
め
て
指
導
し
て
い
ま
す
。
中
に
は
、

言
う
こ
と
を
聞
い
て
く
れ
な
い
、
や

ん
ち
ゃ
な
子
も
い
ま
す
が
（
笑
）

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
元
で
あ
る
紀
宝

町
で
、
た
く
さ
ん
の
方
々
と
の
出
逢

い
を
大
切
に
し
、
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
、
一
日
一
日
充
実
し
た
日
々

を
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

１
月
号
は
鵜
殿
の
前ま

え
だ田
博ひ

ろ
の
り則
さ
ん

で
す
。
小
西
さ
ん
か
ら
は
、「
い
つ
も

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
一
緒
に
テ
ニ
ス
を
が
ん
ば
り
ま

し
ょ
う
！
」

P R O F I L E

こにし まさやさん

７年ぶりに戻り、公私ともど
も充実した生活を送っている
小西さん。「何事にも目標とチ
ャレンジ精神を持って取り組
んでいきたいと思います」と
話していました。

数あるトロフィーの一部

 2018 - 12 32Kiho



12はしゃぎっ子
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OKIDS

月生まれの３歳児

No.154

生
い こ ま

駒 妃
ひ ま り

葵ちゃん（井田）
平成27年12月１日生まれ

和也さん＆美陽子さんの次女

【募集】満３歳の誕生日
を迎える子ども（平成
28 年２・３月生まれ）
を募集します。ご希望の
方は、広報係（☎３３－
０３３４）までご連絡く
ださい。申込期限は 12
月 28 日（金）まで。

生
い こ ま

駒 胡
こ な み

波ちゃん（井田）
平成27年12月１日生まれ

和也さん＆美陽子さんの三女

鈴
す ず き

木 映
はゆる

ちゃん（井田）
平成27年12月２日生まれ
旭さん＆かおるさんの長女

白
しらくら

倉 葵
あおい

ちゃん（鵜殿）
平成27年12月12日生まれ
剛さん＆千誉さんの長女

上
う え じ

地 栞
し お ん

鳳くん（成川）
平成27年12月18日生まれ
成人さん＆敦子さんの三男

若 い 衆 登 場

KI

HOYOUNG

No.154

王ワ
ン　

秀シ
ュ
ウ
シ
ュ
ウ秀 

さ
ん
（
22
歳
）

日
本
の
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
行
っ
て
み
た
い
！

◆
お
仕
事
は
？

　

紀
南
電
工
で
火
災
警
報
器
を
製
造

す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
日
本
に

来
て
１
年
ほ
ど
で
す
が
、
日
本
語
が

難
し
く
て
大
変
で
す
。

　

あ
と
、
紀
宝
町
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
中
国
語
教
室
で
講
師
を
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
て
、
み
な
さ
ん
と
楽
し
く

話
し
な
が
ら
、
私
も
い
ろ
い
ろ
日
本

語
を
勉
強
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

◆
趣
味
は
？

　

旅
行
に
行
く
こ
と
で
す
。
今
ま
で
に

京
都
や
大
阪
、
名
古
屋
な
ど
に
行
き
ま

し
た
。
特
に
京
都
は
建
物
の
雰
囲
気

が
よ
く
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

◆
日
本
の
食
べ
物
で
好
き
な
物
は
？

　

焼
き
肉
が
好
き
で
す
。

◆
熱
中
し
て
い
る
こ
と
は
？

　

日
本
の
マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
が
好
き
で

す
。
特
に
宮
崎
駿
監
督
の
映
画
が
好
き

で
、
い
ろ
い
ろ
見
て
い
ま
す
。

◆
今
の
夢
は
？

　

日
本
語
が
も
っ
と
上
手
に
な
る
こ

と
と
、
日
本
の
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に

行
く
こ
と
で
す
。

◆
町
に
ひ
と
こ
と

　

神
社
や
お
寺
に
も
興
味
が
あ
り
、

よ
く
行
く
の
で
、
近
く
に
い
ろ
ん
な

史
跡
が
あ
る
と
こ
ろ
が
素
敵
だ
と
思

い
ま
す
。
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お知らせ

メール便

mail information

1２月
町の人口 － population －

平成30年10月末現在（前月比)
人口 １１, ０５７（－ ２)

男 ５, １９０（＋ ６)
女 ５, ８６７（－ ８)

世帯 ５, ２６１（－ 12)

主な電話番号 － telephone －

役 場 総 務 課 （33）0 3 3 3
役場企画調整課 （33）0 3 3 4
役場総務課（防災対策室）（33）0 3 3 5
役場産業建設課 （33）0 3 3 6
役場税務住民課 （33）0 3 3 7
役場環境衛生課 （33）0 3 3 8
役 場 福 祉 課 （33）0 3 3 9
役 場 出 納 室 （33）0 3 4 0
教 育 委 員 会 （33）0 3 4 1
議 会 事 務 局 （33）0 3 4 2
役場環境衛生課（水道）（33）0 3 4 3
地域包括支援センター （33）0 1 7 5
保 健 セ ン タ ー （32）3 7 0 0
相 野 谷 診 療 所 （34）0 0 1 1
鵜 殿 図 書 館 （32）4 6 4 6
ま な び の 郷 （32）0 2 4 1
神内福祉センター （32）2 0 2 3
鵜殿福祉センター （32）0 9 5 7
子育て支援センター （32）4 6 8 8
防災行政無線（フリーダイヤル）

０１２０－３３４－１１９
おかけ間違えのないように！

（外国人を含む）

こすけとみむろクリニック
整形外科・内科・胃腸科・肛門科

訪問リハビリ・通所リハビリ
理学療法士による
個別リハビリ訓練を行います

ゲルマニウムサロン

あいしん

愛真
紀宝町神内 222-3 ☎ 0735-32-1655 　090-5459-5869

肩・首のコリ、腰・ひざの痛み等でお悩みの方
老化だから、歳のせいだから、慢性だから・・・
あきらめていませんか !?
お気軽にご相談下さい。

付
加
年
金
と
国
民
年
金
基
金

　

老
後
の
年
金
を
増
や
し
た
い
と

考
え
て
い
る
方
の
た
め
に
、
付
加

保
険
料
（
月
々
４
０
０
円
）
を
納

付
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
一
般
保
険
料
（
１
６
，
３
４

０
円
）
と
あ
わ
せ
て
納
付
期
限
ま

で
に
納
付
す
る
こ
と
で
、
老
齢
基

礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ
さ

れ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
自
営
業
者
な
ど
の
国

民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
を

対
象
に
、
老
齢
基
礎
年
金
に
上

乗
せ
し
て
給
付
が
行
わ
れ
る
、

国
民
年
金
基
金
と
い
う
公
的
な

個
人
年
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

予
算
に
合
わ
せ
て
設
計
で
き
、

掛
金
は
全
額
所
得
控
除
（
社
会

ま
ど
ぐ
ち
国
民
年
金

保
険
料
）
と
な
り
、
所
得
税
や

住
民
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
国
民
年
金
基
金
の
加
入

員
は
、
付
加
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
税
務
住
民
課
国

民
年
金
担
当
（
電
話
３
３
―
０
３
３

７
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

12
月
の
尾
鷲
年
金
事
務
所
職

員
に
よ
る
「
年
金
相
談
」
は
、

12
月
19
日
㈬
午
前
10
時
か
ら
午

後
２
時
ま
で
、
役
場
２
階
小
会

議
室
で
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

18
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
健
康
な

あ
な
た
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。（
65
歳
以
上
の
方
は
、
60
～

64
歳
ま
で
に
一
度
献
血
し
た
こ
と

献

血

に

ご
協
力
く
だ
さ
い

が
あ
る
方
の
み
と
な
り
ま
す
。）

　

血
液
は
、
人
工
的
に
造
る
こ

と
も
長
い
期
間
保
存
す
る
こ
と

も
で
き
ま
せ
ん
。

　

輸
血
に
必
要
な
血
液
を
い
つ

で
も
十
分
確
保
し
て
お
く
た
め
、

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

（
４
０
０
㎖
の
献
血
は
、
男
女
と

も
に
体
重
50
㎏
以
上
の
方
が
対

象
に
な
り
ま
す
。）

【
日
時
】
12
月
18
日
㈫

　
　
　

  
午
後
０
時
30
分
～
４
時

【
場
所
】
鵜
殿
体
育
館

▼
詳
し
く
は
、保
健
セ
ン
タ
ー（
☎

32
―
３
７
０
０
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成
31
年
成
人
式
を
、
１
月
２

日
㈬
午
前
10
時
30
分
か
ら
ま
な
び

成
人
式
の
ご
案
内

の
郷
で
行
い
ま
す
。

　

新
成
人
対
象
者
は
、
平
成
10
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
11
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
方
で
す
。
該
当
さ
れ

る
方
で
、
教
育
委
員
会
か
ら
ま

だ
、
案
内
状
が
届
い
て
い
な
い
方

は
、
ま
な
び
の
郷
（
☎
32
―
０
２

４
１
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

放

課

後

児

童

ク
ラ
ブ
「
き
ほ
っ
こ
」

の
利
用
児
童
募
集

　

町
は
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
鵜
殿
）

で
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

　

保
護
者
が
労
働
等
に
よ
り
昼
間

家
庭
に
い
な
い
小
学
生
を
対
象
に

募
集
を
行
い
ま
す
。
申
し
込
み
期

間
は
12
月
10
日
㈪
か
ら
１
月
18
日

㈮
ま
で
で
す
。

　

申
込
書
類
は
、
役
場
福
祉
課
、
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有
料
広
告

ウミガメ公園  ☎ 0735-33-0300
紀宝町井田 568 番地 7　営業時間：AM8:30 ～ PM6:00

出 品 者 大 募 集 !!少量出品でも大歓

迎。詳しくはご連

絡ください。 司法書士事務所さいわい
 司法書士　庄司幸

相続、贈与等登記全般、供託手続き等、ご相談ください。

事務所にお越しの際は、事前にお電話ください。

三重県南牟婁郡紀宝町井田2140番地
TEL：0735-32-0228 　 FAX：0735-29-7483 
E-mail：shihoushoshi-yuki.s@clock.ocn.ne.jp

　

認
知
症
予
防
に
効
果
が
あ
る
音

楽
体
操
を
、
ヤ
マ
ハ
音
楽
振
興
会

専
任
ト
レ
ー
ナ
ー
の
指
導
で
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
対
象
】
65
歳
以
上
の
方
（
介
護

保
険
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
）

【
受
講
料
】
月
額
６
０
０
円
（
運
動

開
始
月
に
、
今
年
度
分
の
年
会
費

と
し
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

【
日
時
・
会
場
】

き
ほ
う
ま
ち
か
ど

エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　

熊
野
古
道
セ
ン
タ
ー
で
は
、

水
の
循
環
が
生
み
出
す
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
水
力
発
電
を

取
り
上
げ
、
そ
の
仕
組
み
、
特
徴
、

種
類
な
ど
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
当
地
域
の
北
山
川
流
域
お

よ
び
銚
子
川
流
域
に
敷
設
さ
れ

て
い
る
ダ
ム
お
よ
び
水
力
発
電

を
取
り
上
げ
、
そ
の
歴
史
や
運

用
、
役
割
な
ど
に
つ
い
て
明
ら

か
に
し
ま
す
。

【
日
時
】

　

12
月
22
日
㈯
〜
２
月
17
日
㈰

※
12
月
31
日
、
1
月
1
日
は
休
館

【
入
場
料
】
無
料

【
場
所
】
企
画
展
示
室

▼
詳
し
く
は
、熊
野
古
道
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
９
７
―
25
―
２
６
６
６
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

企
画
展
「
知
ら
れ

ざ
る
熊
野
の
ダ
ム
」

【
日
時
】　

12
月
８
日
㈯

　
　
　
　

午
前
９
時
か
ら
11
時

【
場
所
】　

鵜
殿
港

▼
詳
し
く
は
、
役
場
企
画
調
整
課

（
☎
33
―
０
３
３
４
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
月
（
12
月
）
の

「
紀
の
宝
み
な
と
市
」

①
12
月
７
・
14
・
21
日
、
午
前
９
時
15

分
か
ら
10
時
15
分
、
保
健
セ
ン
タ
ー

②
12
月
７
・
14
・
21
日
、
午
前
10
時

30
分
か
ら
11
時
30
分
、保
健
セ
ン
タ
ー

③
12
月
５
・
12
・
26
日
、
午
前
10
時
20
分

か
ら
11
時
20
分
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

▼
詳
し
く
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
33
―
０
１
７
５
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】　

12
月
20
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分

ま
で
の
間
で
、
１
人
30
分
以
内

「
無
料
法
律
相
談
」開
催

【
会
場
】　

役
場
１
階
相
談
室

【
予
約
方
法
】　

12
月
12
日
㈬
ま
で

に
、
役
場
総
務
課
ま
で
電
話
予
約

▼
詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
（
☎

33
―
０
３
３
３
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

任
期
満
了
（
平
成
31
年
２
月
９

日
）
に
伴
う
、
平
成
31
年
１
月
27

日
㈰
執
行
（
告
示
日
：
平
成
31
年

１
月
22
日
）
の
紀
宝
町
議
会
議
員

選
挙
に
お
け
る
立
候
補
者
届
出
等

紀
宝
町
議
会
議
員
選
挙

に
お
け
る
事
前
説
明
会

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
事
前
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
立
候

補
予
定
者
、
ま
た
は
代
理
人
は
ご

出
席
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
12
月
25
日
㈫

　

午
後
２
時
30
分
か
ら

【
場
所
】
役
場　

大
会
議
室

▼
詳
し
く
は
、
紀
宝
町
選
挙
管
理

委
員
会
（
役
場
総
務
課
内
（
☎
33

―
０
３
３
３
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

紀
宝
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
備
え

付
け
て
い
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
紀
宝
町
社
会
福

祉
協
議
会
（
☎
32
―
０
９
５
７
）、

ま
た
は
役
場
福
祉
課
（
☎
33
―
０

３
３
９
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

所
得
税
や
相
続
税
な
ど
、
よ
く
あ

る
税
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
回

税
務
署
か
ら
相
談

窓
口
の
お
知
ら
せ

答
を
「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
」
と

し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
電
話
に
よ
る
相
談
は
、

尾
鷲
税
務
署
（
☎︎
０
５
９
７
―
22

―
２
２
２
２
）
に
ダ
イ
ヤ
ル
し
、

自
動
音
声
案
内
に
よ
り
「
１
」
を

選
択
す
る
と
「
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
」
に
つ
な
が
り
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
税
務
住
民
課

（
☎
33
―
０
３
３
７
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

放
送
大
学
は
、
平
成
31
年
度

第
１
学
期
の
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

10
代
か
ら
90
代
ま
で
の
幅
広
い
世

代
、
約
９
万
人
の
学
生
が
、
大
学
を

卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
に
し

た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
学
ん
で

い
ま
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

放
送
大
学
４
月
生

募
集
の
お
知
ら
せ

歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な

ど
、
約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目

が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

【
出
願
期
限
】
第
１
回
は
、
２
月
28

日
ま
で
、
第
２
回
は
３
月
17
日
ま
で

▼
資
料
を
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
放
送
大
学
三
重
学
習

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５
９
―
２
３
３

―
２
６
６
６
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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 印
刷

／
6,000

部
　

文
化

印
刷

有
限

会
社

　
　

　
　

  自
然

保
護

の
た

め
、

こ
の
広

報
紙

は
再

生
紙

お
よ

び
石

油
系

成
分

の
少

な
い

植
物

油
性

イ
ン
キ

を
使

用
し
て
い

ま
す

。

■
 編

集
／

紀
宝

町
役

場
企

画
調

整
課

広
報

広
聴

係
　

　
 〒

519
−

5701　
三

重
県

南
牟

婁
郡

紀
宝

町
鵜

殿
324

番
地

　
  

　
 T

EL 0735-33-0334　
　

　
　

　
FA

X
 0735-32-1102

ひ
と
り
ご
と

広
報
担
当

田
中
で
す
。

ひ
と
り
ご
と

気
分
は
ブ
ラ
タ
○
リ

　

今
回
は
京
城
跡
の
特
集
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　

取
材
の
た
め
自
分
た
ち
だ
け
で
初
め
て
京
城
跡
に
登
っ
た

と
き
は
、
正
直
「
山
」
と
い
う
印
象
で
し
た
が
、
詳
し
い
方

に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
登
る
と
、
何
気
な
く
見
て
い
た
石

造
物
が
、
数
百
年
前
も
前
に
作
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
り
、
た

だ
の
道
だ
と
思
っ
て
い
た
も
の
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
に
よ

り
作
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
り
と
、
昔
の
時
代
の
こ
と
が
身
近

に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

昔
の
写
真
を
紹
介
す
る
「
今
昔
物
語
」
の
写
真
に
つ
い
て
お

話
を
伺
う
と
き
も
感
じ
る
ん
で
す
が
、
ま
さ
に
、
ブ
ラ
タ
○
リ

の
気
分
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。

　

昔
の
話
に
限
ら
ず
、
取
材
で
は
み
な
さ
ん
か
ら
色
々
教
え
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
今
昔
物
語
の
写
真
も
大
募
集
中　

愛
野
裕
基
）

季
節
は
ず
れ
の
桜

　

住
民
の
方
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
て
見
に
行
っ

た
の
で
す
が
、
10
月
後
半
か
ら
11
月
に
か
け
て
町

内
各
地
で
季
節
外
れ
の
桜
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

　

調
べ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
不ふ

じ時
現
象

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
台
風
に
よ
る
塩

害
の
影
響
な
ど
で
葉
が
落
ち
て
し
ま
う

と
、休
眠
ホ
ル
モ
ン
が
十
分
に
届
か
ず
、

暖
か
い
日
が
続
く
と
季
節
を
勘
違
い
し

て
花
が
咲
く
も
の
だ
そ
う
で
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
現
象
で
咲
く
の
は

一
部
の
花
だ
け
で
、
春
に
は
い
つ
も

ど
お
り
花
を
咲
か
せ
る
そ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
冬
が
待
ち
受
け

ま
す
が
、
早
く
暖
か
い
春
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　
　
　
（
花
よ
り
団
子
♪　
　

田
中
健
太
郎
）

紀
宝
町
に
再
度
飛
来
し
た

  
コ
ウ
ノ
ト
リ

珍

U
n

u
s

u
a

l S
c

e
n

e
ry

見
ぃ
つ
け
た
！
　
　
　
　
　 

　
そ
の
54

紀
宝
の
　
　
百
景

　

今
回
の
珍
百
景
は
、
３
年
半
ぶ
り
に
紀
宝
町
に
飛

来
し
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
は
翼
を
広
げ
る
と
２
ｍ
程
度
に
な
る

大
型
の
鳥
で
、
世
界
的
に
も
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
て
い

る
希
少
種
で
す
。
昭
和
31
年
に
は
、
国
の
特
別
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
数
日
前
か
ら
成
川
飯
盛
地
区
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
が

き
て
い
る
」
と
地
元
の
方
か
ら
連
絡
を
い
た
だ
き
、

10
月
16
日
に
撮
影
に
向
か
っ
た
と
こ
ろ
、
エ
サ
を

探
し
な
が
ら
田
ん
ぼ
の
中
を
歩
き
ま
わ
っ
て
い
た

コ
ウ
ノ
ト
リ
を
見
つ
け
ま
し
た
。

　

今
回
飛
来
し
た
個
体
は
、
前
回
訪
れ
た
個
体
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
足
輪
が
つ
い
て
お
り
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
個
体
は
「
百も
も

」
と
い
う
名
前
の
、

今
年
３
月
13
日
に
徳
島
県
鳴
門
市
で
生
ま
れ
た
メ
ス

で
、
５
月
22
日
に
鳴
門
市
を
巣
立
ち
、
そ
の
後
は
和

歌
山
で
確
認
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
旦
姿
は
見
え
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

神
内
の
田た

お尾
友ゆ

う
じ児

さ
ん
が
、
10
月
31
日
に
神
内
地
区

に
飛
来
し
て
い
る
の
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

幸
せ
や
赤
ち
ゃ
ん
を
運
ん
で
く
る
と
言
わ
れ
て
い

る
コ
ウ
ノ
ト
リ
。
再
度
飛
来
し
て
く
る
こ
と
を
期
待

し
て
、
自
然
を
大
事
に
し
て
い
き
い
た
い
で
す
ね
。

　皆さんが見つけた珍百景
を募集しています。「なんや
これ？」って思わず言って
しまうような、珍百景情報
がありましたら、ぜひ役場
企画調整課広報係（☎３３
―０３３４）までご連絡く
ださい。お待ちしています。

珍百景を募集 !!

大里地区で見つけた桜の花
　　
　

愛
野
で
す
。

広
報
担
当
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